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創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
本
山
岳
会

日
本
山
岳
会
に
入
会
し
て

日
本
山
岳
会
と
い
う
名
前
を
知

っ
た

の
は
い
つ
頃
だ

っ
た
か
、
は
っ
き
り
と

は
記
憶
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
に

し
て
思
え
ば
、
私
は
、
小
学
生
の
頃
か

ら
書
籍
を
通
し
て
、
人
の
話
を
通
し
て
、

あ
る
い
は
、
日
本
山
岳
会
の
方
々
と
お

会
い
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
日
本
で
最
古
の
、

そ
し
て
最
大
規
模
の
日
本
山
岳
会
と
い

う
存
在
に
近
づ
い
て
い
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
。

５
歳
の
時
に
軽
井
沢
の
離
山
に
登

っ

た
の
を
皮
切
り
に
、
私
は
山
登
り
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
今
、
私
の

手
元
に
少
し
古
び
た
山
渓
カ
ラ
ー
ガ
イ

ド

『日
本
の
山
々
』
（山
と
漢
谷
社
）
が

あ
る
。
日
本
の
山
々
の
美
し
い
カ
ラ
ー

写
真
と
そ
れ
ぞ
れ
の
山
に
つ
い
て
の
興

味
あ
ふ
れ
る
説
明
文
は
小
学
校
高
学
年

の
私
の
山
へ
の
関
心
を
か
き
た
て
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
は
何
気
な
く

目
に
し
て
い
た
文
章
も
、
日
本
山
岳
会

の
会
長
も
務
め
た
武
田
久
吉

・
三
田
幸

夫

・
西
堀
栄
二
郎
氏
ら
日
本
の
登
山
の
　
１

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
に
　
蝠

よ
る
も
の
と
後
で
知

っ
た
。

ま
た
、
同
じ
頃
、
両
親
の
書
棚
に
あ

っ
た
、
『世
界
文
化
地
理
大
系
』
（平
凡

社
）
を
両
親
と
よ
く
眺
め
た
記
憶
が
あ

る
。
こ
と
に
、
８
巻
の

「中
央
ア
ジ
ア
」

に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
カ
ラ
コ
ル
ム
の
山
々

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
世
界
に

は
年
中
雪
に
覆
わ
れ
た
こ
ん
な
に
高
い

山
が
あ
る
の
か
と
い
う
驚
き
を
覚
え
た

も
の
で
あ
っ
た
。
Ｋ
２
、
カ
ン
チ
ェ
ン

ジ
ュ
ン
ガ
と
い
っ
た
山
名
は
確
実
に
こ

の
本
を
通
し
て
覚
え
た
も
の
で
あ
る
し
、

日
本
隊
に
よ
る
マ
ナ
ス
ル
登
項
に
つ
い

て
知

っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

100周年記念祝賀晩餐会で談笑される皇太子殿下

徳
仁
親
王
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小
学
校
高
学
年
の
お
り
に
読
ん
だ
槙
有

恒
氏
の

『
マ
ナ
ス
ル
登
項
物
語
』
（あ
か

ね
書
房
）
に
は
と
て
も
感
動
し
た
記
憶

が
あ
る
。

秩
父
宮
殿
下
の
登
山
の
話
も
秩
父
宮

妃
殿
下
か
ら
、
あ
る
い
は
両
親
か
ら
、

登
山
に
同
行
し
た
槙
、
三
田
、
松
方
三

郎
氏
の
話
と
と
も
に
聞
き
、
山
登
り
に

関
し
て
す
ご
い
大
叔
父
が
い
た
こ
と
も

知

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
加
藤
泰

安
、
梅
樟
忠
夫
、
川
喜
田
二
郎
氏
な
ど

か
ら
登
山
や
探
検
に
つ
い
て
の
様
々
な

話
を
う
か
が
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
幸
い
で
あ
っ
た
。

話
は
若
干
前
後
す
る
が
、
私
が
は
じ

め
て
上
高
地
を
訪
れ
た
の
は
乗
鞍
岳
に

登
山
を
し
た
１
９
６
７
年
の
こ
と
で
あ

90周年の記念フォーラム「ヨセミテからのメッセージ」
にご出席の皇太子殿下ご夫妻

っ
た
。
河
童
橋
や
明
神
池
か
ら
穂
高
連

峰
を
眺
め
、
そ
の
美
し
さ
と
険
し
さ
に

驚
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
近
く

穂
高
に
登
り
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い

た
よ
う
に
は
記
憶
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
時
の
記
憶
が
、
そ
の
後
の
私

に
、
日
本
の
山
々
の
登
山
史
に
つ
い
て

の
好
奇
心
を
呼
び
覚
ま
し
た
よ
う
に
思

う
。ヒ

マ
ラ
ヤ
を
は
じ
め
て
眺
め
た
の
は

１
９
８
７
年
に
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
た
お

り
で
あ
っ
た
。
ポ
カ
ラ
に
到
着
し
た
日

の
夕
刻
、
茜
色
に
染
ま
っ
た
マ
チ
ャ
プ

チ
ャ
レ
が
雲
の
間
か
ら
姿
を
現
し
た
。

そ
の
頂
は
、
私
の
想
像
を
遥
か
に
超
え

た
高
さ
に
位
置
し
て
い
た
。
フ
ィ
ッ
シ

ュ
テ
ー
ル

・
ロ
ッ
ジ
に
宿
泊
し
た
翌
朝
、

ペ
ア
湖
の
向
こ
う
に
は
美
し
い
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
峰
々
が
あ
っ
た
。
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ

レ
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
等

そ
れ
ま
で
は
写
真
や
映
像
で
の
み
接
し

て
い
た
山
々
を
実
際
に
眺
め
、
神
々
し

さ
に
心
を
打
た
れ
る
と
と
も
に
、
「神
々

の
座
」
を
目
に
す
る
こ
と
の
出
来
た
喜

び
を
か
み
し
め
た
。

ポ
カ
ラ
か
ら
の
帰
路
は
天
候
も
良
く
、

飛
行
機
の
機
内
か
ら
更
に
多
く
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
山
々
が
眺
め
ら
れ
た
。
ヒ
マ
ー

ル
チ
ュ
リ
、
マ
ナ
ス
ル
、
Ｐ
２９
な
ど
と

日本山岳会入会の1987年夏、北岳から白峰三山を
縦走された 写真提供=「岳人」編集部

い
っ
た
い
ず
れ
も
日
本
隊
が
初
登
頂
し

た
山
々
も
間
近
に
眺
め
ら
れ
た
。
カ
ト

マ
ン
ズ
も
近
づ
い
た
頃
、
邊
か
彼
方
に

ひ
と
き
わ
大
き
く
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

（エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
）
が
眺
め
ら
れ
た
。
そ
ば

に
は
優
美
な
姿
の
マ
カ
ル
ー
も
見
え
た
。

こ
れ
ら
の
山
々
が
飛
行
機
と
同
じ
高
さ

に
連
な
っ
て
眺
め
ら
れ
る
こ
と
に
ま
ず

も

っ
て
驚
い
た
。
や
は
リ
ヒ
マ
ラ
ヤ
は

高
い
―
　
と
改
め
て
思

っ
た
。

思
い
が
け
ず
も
日
本
山
岳
会
の
会
員

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
ネ
パ
ー
ル

で
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
接
し
た
同
じ
１
９
８
７

年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
の
私
学
会

館
で
行
わ
れ
た
年
次
晩
餐
会
に
出
席
し
、

当
時
の
日
本
山
岳
会
会
長
で
マ
ナ
ス
ル

登
頂
者
で
も
あ
る
今
西
壽
雄
氏
、
副
会

長
の
宮
下
秀
樹
氏
、
西
堀
栄
二
郎
氏
、

田
部
井
淳
子
氏
を
は
じ
め
そ
う
そ
う
た

る
顔
ぶ
れ
の
方
々
と
、
私
に
と
っ
て
未

踏
峰
の

「富
士
山
」
の
テ
ー
ブ
ル
に

一

抹
の
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
着
い
　
２

た
日
を
、
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
　
鐵

懐
か
し
く
思
い
出
す
。
小
さ
い
頃
か
ら

お
り
に
触
れ
書
物
で
読
ん
だ
り
、
話
に

聞
い
た
り
し
た
岳
人
の
方
々
と
同
じ
伝

統
あ
る
日
本
山
岳
会
に
入
会
で
き
た
喜

び
は
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当

日
は
、
晩
餐
会
に
先
立

っ
て
日
本
山
岳

会
の
ル
ー
ム
を
訪
ね
、
日
本
山
岳
会
の

資
料
や
膨
大
な
山
岳
関
係
図
書
を
目
に

し
、
日
本
山
岳
会
の
歴
史
や
伝
統
の

一

端
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

入
会
以
来
、
今
日
ま
で
、
日
本
山
岳

会
は
、
海
外

・
自
然
保
護

・
科
学
を
は

じ
め
多
く
の
委
員
会
や
支
部
を
持
ち
、

蝙
辮
＝
轟
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私
が
見
問
し
た
だ
け
で
も
多
分
野
に
わ

た
り
幅
広
い
活
動
を
さ
れ
て
き
て
い
る

と
思
う
。
そ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
翌
８８
年
の

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
ヘ
の
ネ
パ
ー
ル
・中
国
・

日
本
の
登
山
隊
に
よ
る
三
国
友
好
登
山

は
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
山
頂
へ
の
登
山
の

様
子
が
テ
レ
ビ
で
詳
細
に
放
映
さ
れ
、

臨
場
感
が
あ
り
、
と
て
も
興
奮
し
た
。

ま
た
、
山
岳
会
主
催
の
行
事
で
も
い

く
つ
も
思
い
出
に
残
る
も
の
が
あ
る
。

９０
年
に
青
山
学
院
大
学
総
研
ビ
ル
で
開

催
さ
れ
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
太
陽
光
や
風

力
に
よ
る
発
電
が
山
小
屋
で
実
用
化
さ

れ
て
い
る
状
況
に
た
い
へ
ん
興
味
を
持

っ
た
。
翌
年
の
山
岳
環
境
保
護
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
東
京
会
議
で
は
、
エ
ド
モ

ン
ド

・
ヒ
ラ
リ
ー
卿
、
モ
ー
リ
ス

・
エ

ル
ゾ
ー
ダ
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

ｏ
メ
ス
ナ

ー
、
ク
リ
ス

・
ボ
ニ
ン
ト
ン
各
氏
な
ど

の
海
外
の
著
名
な
登
山
家
の
方
々
と
お

会
い
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
喜
び
だ

っ

た
。ま

た
、

９５
年
の
日
本
山
岳
会
創
立
９０

周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
世
界
最
初

の
自
然
環
境
保
護
運
動
の
地
ヨ
セ
ミ
テ

か
ら
日
本
の
上
高
地
や
北
ア
ル
プ
ス
の

ポカラの市街から間近に望めるマチャプチャレ

自
然
保
護
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ

り
、
当
日
は
、
か
つ
て
ヨ
セ
ミ
テ
を
訪

れ
た
雅
子
も
ご
招
待
い
た
だ
き
、
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン

・
メ
ド
レ
ー
氏
に
よ
る
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
聴
講

し
、
と
も
に
充
実
し
た

一
時
を
持
つ
こ

と
が
出
来
た
。

本
年
、
日
本
山
岳
会
は
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
。
ま
ず
も
っ
て
、

そ
の
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
し
た
い
。

私
も
先
日
行
わ
れ
た
日
本
山
岳
会
の
創

立
１
０
０
周
年
の
晩
餐
会
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
厳
粛
な
中
に
も
い

つ
も
と
変
わ
ら
な
い
温
か
さ
が
感
じ
ら

れ
た
。
入
会
時
の
晩
餐
会
の
お
り
に
感

じ
て
い
た
緊
張
感
も
晩
餐
会
の
数
を
重

ね
る
に
つ
れ
と
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う

が
、
今
回
も
着
席
し
た

「富
士
山
」
は

依
然
と
し
て
未
踏
峰
で
あ
る
。
会
場
で

は
、
平
山
会
長
は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ん

の
お
元
気
な
姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
隣
の
席
に
は
、

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
マ
ー
ク

ｏ
リ
ッ
チ

ー
会
長
夫
妻
が
座
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の

山
岳
会
の
お
話
な
ど
も
う
か
が
え
た
。

晩
餐
会
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
日
本
山
岳

会
が
、
平
均
年
齢
が
６４
歳
と
い
う
高
齢

化
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た

が
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
平
均
年
齢
は

リ
ッ
チ
ー
会
長
に
よ
れ
ば
私
と
同
じ
４５

歳
で
あ
る
ら
し
い
。
山
の
魅
力
が
、
よ

り
多
く
の
若
い
人
々
に
も
理
解
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

本
文
の
結
び
に
あ
た
り
、
入
会
以
来

今
日
ま
で
、
日
本
山
岳
会
の
多
く
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
数
々
の
ご

厚
情
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。
そ
れ
と
と
も
に
物
故
さ
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
も
お
祈
り
し
た
い
。
入

会
に
あ
た
り
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ

た
今
西
壽
雄
氏
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
、
立

山
、
剣
岳
の
話
な
ど
を
う
か
が
っ
た
藤

平
正
夫
氏
、
年
次
晩
餐
会
の
お
り
に
は

よ
く
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
、
昔
の
登
山
の
　
３

話
な
ど
を
さ
れ
て
い
た
望
月
達
夫
氏
、　
鐵

奥
多
摩
の
三
頭
山
に
同
行
し
て
く
だ
さ

っ
た
佐
藤
正
倫
氏
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に

つ
い
て
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
お
ら
れ

た
大
西
宏
氏
な
ど
、
思
い
出
は
尽
き
な

武
田
久
吉

・
小
島
鳥
水
氏
ら
に
よ
る

日
本
山
岳
会
設
立
の
主
旨
書
に
は
、
無

限
の
広
が
り
を
秘
め
た
山
に
対
す
る
旺

盛
な
探
求
心
と
崇
高
な
理
念
が
漂

っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
日
本
山
岳
会
が
次

の
１
０
０
年
に
向
け
て
さ
ら
な
る
発
展

を
と
げ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
筆
を

お
く
。

轍
一̈一一鰤̈
一̈一購
一̈一̈”̈

翻勒
¨̈一締一”一一̈
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創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
本
山
岳
会

記
念
式
典
ｏ祝
賀
晩
餐
会

華
や
か
に
　
厳
か
に
開
催

■
約
１
０
０
０
人
が
出
席

日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念

式
典

ｏ
祝
賀
晩
餐
会
は
１０
月
１５
日
、
東

京

・
品
川
の
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

「飛
天
」
で
、
華
や
か
に
、
か
つ
厳
か
に

行
な
わ
れ
た
。
皇
太
子
殿
下
は
じ
め
約

９
５
０
人
の
会
員
が
出
席
、
国
内
外
か

ら
マ
ー
ク

・
リ
ッ
チ
ー
ア
メ
リ
カ
山
岳

会
会
長
、
キ
ャ
メ
ロ
ン

・
ロ
ウ
カ
ナ
ダ

山
岳
会
会
長
、
李
致
新
中
国
登
山
協
会

副
主
席
、
文
熙
晟
韓
国
山
岳
会
名
誉
会

長
、
ア
ン

・
ツ
ェ
リ
ン

・
シ
ェ
ル
パ
ネ

パ
ー
ル
山
岳
協
会
会
長
、
ナ
ジ
ー
ル

・

サ
ビ
ー
ル
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
会
長
な

ど
２６
人
の
来
賓
を
迎
え
、
１
０
０
年
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次
世
紀

へ
の
飛
躍
を
誓

っ
た
。

記
念
式
典

■
会
長
式
辞
　
さ
ら
な
る
発
展
を

「
い
よ
い
よ
当
日
を
迎
え
ま
し
た
」
と
、

式
典
を
準
備
し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
の
感

慨
深
げ
な
言
葉
が
式
典
手
引
き
「栞
」
に

あ
っ
た
。
５
７
７
０
人
の
日
本
山
岳
会

の
す
べ
て
の
会
員
が
待
ち
に
待

っ
た
日

だ
。
程
度
の
差
は
あ
れ
、
想
い
は
同
じ

だ

っ
た
ろ
う
。
す
で
に
東
北
や
京
岐
北

陸
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
記
念
式
典

が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
式
典
は
、
こ

れ
ら
を
締
め
く
く
る
意
味
合
い
も
持
つ
。

式
典
は
午
後
３
時
３０
分
か
ら
始
ま
っ

た
。
ま
ず
、
亡
く
な
っ
た
会
員
に
黙
祷

を
さ
さ
げ
た
。
黙
祷
に
続
き
、
平
山
会

長
は
、
次
の
よ
う
な
式
辞
を
述
べ
た
。

「１
０
０
周
年
を
迎
え
喜
び
に
耐
え
な

い
。
多
く
の
先
輩
の
ご
努
力
に
よ
り
、

日
本
山
岳
会
の
今
日
の
あ
る
こ
と
に
思

い
を
は
せ
、
深
く
感
謝
し
た
い
。

日
本
山
岳
会
は
明
治
３８
（１
９
０
５
）

年
１０
月
１４
日
、
小
島
鳥
水
ら
７
人
の
発

起
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
英
宣
教

師
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
強
い

勧
め
、
ま
た
英
国
山
岳
会
の
温
か
い
励

ま
し
が
あ
っ
た
。
発
起
人
の
平
均
年
齢

は
２７

・
５
歳
と
い
う
若
さ
だ
っ
た
。
発

式辞を述べる平山会長

起
人
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
、
最
初
の

１
年
間
に
３
９
３
人
の
会
員
が
入
会
し

た
。
高
頭
仁
兵
衛
氏
は
毎
年
１
０
０
０

円
ず
つ
１０
年
間
に
わ
た
っ
て
寄
付
し
財

政
面
で
支
援
し
続
け
た
。
当
時
の
年
会

費
は
１
人
１
円
だ

っ
た
。
ご
く
最
近
、

こ
れ
が
１８
年
間
も
続
い
た
こ
と
が
判
明
。

英
国
山
岳
会
の
創
立
は
、
日
本
山
岳

会
よ
り
５０
年
近
く
前
の
こ
と
。
英
国
に

続
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
な
ど

に
続
々
と
山
岳
会
が
誕
生
し
た
。
米
国

は
１
９
０
２
年
、
カ
ナ
ダ
は
０６
年
。
日

本
山
岳
会
は
両
国
に
は
さ
ま
れ
、
兄
弟

山
岳
会
と
い
っ
て
も
よ
い
存
在
だ
。

日
本
山
岳
会
は
着
実
な
歩
み
を
続
け

た
。
１
９
２
０
年
に
は
会
員
番
号
制
を

制
定
。

２１
年
に
は
槙
有
恒
が
ア
イ
ガ
ー

東
山
稜
に
初
登
攀
、
続
い
て
２５
年
に
は

ア
ル
バ
ー
タ
初
登
項
に
成
功
し
た
。
こ

れ
ら
は
わ
が
国
登
山
界
に
大
き
な
自
信

を
与
え
、
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
定
着

さ
せ
た
。
大
学
山
岳
部
の
設
立
を
み
る

と
、
慶
応
が
１５
年
、
学
習
院
が
１９
年
、

早
稲
田
が
２０
年
で
、
あ
と
２０
年
代
に
法

政
、
立
教
、
明
治
、
日
大
、
農
大
、
東

大
な
ど
で
相
次
い
で
誕
生
。
こ
れ
ら
大

学
山
岳
部
は
困
難
な
ル
ー
ト
を
つ
ぎ
つ

ぎ
と
切
り
開
い
て
い
っ
た
。

１
９
２
９
年
、
虎
ノ
門
に
初
め
て
ク

ラ
ブ

ｏ
ル
ー
ム
を
持

っ
た
。

４１
年
に
社

団
法
人
と
な
り
、

４９
年
に
は
、
御
茶
ノ

水
に
ル
ー
ム
を
新
設
し
た
。
ル
ー
ム
は

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
機
に
移
転
し
、

７８
年

に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
現
在
の
四
番
町記念式典で特別功労表彰を授与された方々

渕 4
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に
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

支
部
は
３５
年
に
関
西
支
部
が
初
め
て

設
立
さ
れ
て
以
降
、

４６
年
に
越
後
、

４７

年
に
は
石
川
、
信
濃
、
福
島
で
設
立
さ

れ
た
。
２
０
０
０
年
設
立
の
北
九
州
が

い
ち
ば
ん
新
し
く
、
現
在
は
２５
支
部
。

代
表
的
な
海
外
登
山
を
み
る
と
、

３６

年
に
立
教
大
が
ナ
ン
ダ

・
コ
ー
ト
初
登

頂
に
成
功
し
て
い
る
。

５６
年
の
マ
ナ
ス

ル
初
登
頂
は
世
界
の
８
０
０
０
ｂ
川峰
登

頂
の
８
番
目
だ
っ
た
が
、
暗
い
世
相
の

な
か
国
民
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
、
か

つ
て
な
い
登
山
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し
た
。

７０
年
に
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
項
に
成
功

し
た
。

先
人
の
業
績
を
し
の
べ
ば
歴
史
の
重

み
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
山
岳

会
は
、
会
員
の
高
齢
化
や
価
値
観
の
多

様
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
が
、
未
踏
の
項

ｏ
未
知
の
領
域

95席 がずらりと並んだ盛観な会場

を
求
め
る
心
は
変
わ
ら
な
い
。
さ
ら
な

る
発
展
に
英
知
を
結
集
し
て
い
き
た

い
」あ

わ
せ
て
、
「日
で
見
る
日
本
山
岳
会

の
１
０
０
年
」
が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ

れ
、
１
０
０
年
を
振
り
返

っ
た
。

■
Ｕ
‥
Ａ
Ａ
会
長
、
田
中

ｏ
日
山
協
会

長
に
祝
辞
託
す

来
賓
を
代
表
し
て
田
中
文
男

ｏ
日
本

山
岳
協
会
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。
田
中
会
長
は

「日
本
山
岳
会
が
登

山
界
に
果
た
し
た
役
割
は
偉
大
で
あ
る
。

日
本
の
近
代
登
山
を
築
い
て
き
た
。
マ

ナ
ス
ル
初
登
項
に
は
、
胸
を
と
ど
ろ
か

せ
た
も
の
だ
。
登
山
を
文
化
の
域
に
ま

で
高
め
、
さ
ら
に
大
衆
に
ま
で
広
げ
た

の
は
、
す
ば
ら
し
い
登
山
の
積
み
重
ね

だ
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
山
岳
会
と

一
緒

に
歩
み
、新
た
な
山
項
を
め
ざ
し
た
い
」

と
語

っ
た
。

田
中
会
長
は
前
日
ま
で
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
開
か
れ
た
国
際
山
岳
連
盟

（Ｕ

Ｉ
Ａ
Ａ
）
の
総
会
に
出
席
。
そ
の
際
、

多
く
の
国
の
山
岳
会
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
ア
ラ
ン

・
ブ

ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー
国
際
山
岳
連
盟
会
長
か

ら
日
本
山
岳
会
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も

に
お
祝
い
の
品
を
託
さ
れ
、
こ
れ
を
平

山
会
長
に
手
渡
し
た
。

■
信
濃
支
部
等
に
特
別
功
労
表
彰

日
本
山
岳
会
に
対
し
て
協
力
を
い
た

だ
い
た
団
体
等
を
特
別
功
労
者
と
し
て

表
彰
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

〔団
体
〕
読
売
新
聞
社
＝
チ
ョ
モ
ラ
ン

マ
登
山
な
ど

へ
の
支
援
。　
毎
日
新
聞

社
＝
マ
ナ
ス
ル
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山

へ
の
支
援
と
協
力
。

〔個
人
〕
吉
村
健
児
＝
長
年
に
わ
た
る

日
本
山
岳
会

へ
の
支
援
。　
今
西
芳
子

＝
日
本
山
岳
会
運
営
、
ネ
パ
ー
ル
と
の

交
流
に
大
き
な
貢
献
。　
松
崎
中
正
＝

所
蔵
絵
画
、
シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
を

寄
贈
。

〔支
部
〕
信
濃
支
部
＝
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
　
５

を
主
催
し
山
岳
文
化
の
啓
蒙
に
尽
力
。
　

爾

東
海
支
部
＝
長
年
に
わ
た
っ
て
海
外
登

山
を
実
践
し
活
発
な
支
部
活
動
を
展
開
。

■
永
年
会
員
を
紹
介

新
し
い
永
年
会
員
１３
人
が
紹
介
さ
れ

た
。
継
続
し
て
５０
年
間
会
員
だ

っ
た

方
々
。
昭
和
３０
年
４
月
か
ら
３１
年
３
月

に
入
会
し
た
会
員
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、

日
本
山
岳
会
が
マ
ナ
ス
ル
初
登
項
に
む

け
、
第
３
次
登
山
隊
を
組
織

・
登
項
準

備
し
て
い
た
こ
ろ
だ
。
う
ち
７
人
が
出

席
し
、
平
山
会
長
が
永
年
会
員
章
を
手

渡
し
た
。

新
永
年
会
員
は
、
山
本
化
介

（４
２
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６
１
）
、
小
野

一
丸

（４
２
６
８
）
、
三

枝
礼
子

（４
２
８
５
）
、
上
條
岳
人
（４

２
９
２
）
、
山
村
康

一

（４
２
９
４
）
、

佐
久
間
高
男

（４
３
０
１
）
、
保
科
文

人

（４
３
０
９
）
、
久
保
田
宣
夫

（４

３
２
１
）
、
富
沢
磐

（４
３
２
９
）
、
大

久
保
義
彦

（４
３
３
３
）
、
村
上
昭
三

（４
３
４
４
）
、
篠
田

一
郎

（４
３
４
５
）
、

山
田

一
介

（４
３
４
８
）
。

最
後
に
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
委

員
会

・
平
林
克
敏
実
行
委
員
長
が
謝
辞

を
述
べ
、
記
念
式
典
を
終
え
た
。

「写真で見る日本山岳会の100年」をパネルで展示

祝
賀
晩
餐
会

■

山
名
プ
レ
ー
ト
ず
ら
り
と
並
ぶ

祝
賀
晩
餐
会
は
午
後
６
時
か
ら
始
ま

っ
た
。
い
つ
も
の
年
次
晩
餐
会
と
同
じ

よ
う
に
山
名
を
つ
け
た
丸
い
テ
ー
ブ
ル

の
山
名
は
す
べ
て
百
名
山
。

９５
席
と
あ

っ
て
５
座
が
は
ず
れ
る
計
算
に
な
る
が
、

こ
れ
だ
け
並
ぶ
と
実
に
壮
観
で
あ
る
。

座
席
は
指
定
さ
れ
て
い
て
整
然
と
着
席
、

皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
た
。

来
賓
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
ア

メ
リ
カ
山
岳
会
の
マ
ー
ク

・
リ
ッ
チ
ー

会
長
は

「日
本
山
岳
会
が
１
０
０
年
に

わ
た
り
登
山
と
探
検
、
登
山
技
術
に
卓

越
し
た
成
果
を
出
す
こ
と
に
自
ら
課
し

て
実
践
し
た
こ
と
は
賞
賛
に
値
す
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
い
て
は
、
マ
ナ
ス
ル
の

初
登
項
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
南
西
壁
の
冬

季
初
登
項
な
ど
意
義
あ
る
記
録
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
。
わ
れ
わ
れ
２
つ
の
ク
ラ

ブ
が
新
し
い
世
紀
に
船
出
す
る
に
あ
た

り
、
す
べ
て
の
国
々
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の

友
好
と
協
力
が
、
手
に
手
を
と
っ
て
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
挨
拶
し
た
。

雅
楽
の
演
奏
が
あ
っ
た
。
築
地
本
願

寺
雅
楽
会
の
演
奏
。
舞
曲
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ

「義
経
」
の
タ
イ
ト
ル
に
も

登
場
し
た
蘭
陵
王
な
ど
。
恒
例
の
鏡
開

き
は
国
外
か
ら
の
来
賓
者
で
行
な
っ
た
。

″
ヨ
イ
シ
ョ
″
と
い
う
掛
け
声
に
会
場

に
お
お
き
な
拍
手
が
わ
い
た
。
酒
は
故

今
西
壽
雄
名
誉
会
員
の
芳
子
夫
人
か
ら

の
寄
贈
。
ず
ば
り

「山
」
と
の
銘
が
あ

っ
た
。
村
木
潤
次
郎
元
会
長
の
音
頭
で

乾
杯
し
、
会
食
に
入
っ
た
。
チ
ロ
ル
音

楽
の
演
奏
も
あ
り
、
和
や
か
な
会
食
を

楽
し
ん
だ
。
国
外
の
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、

大
き
な
拍
手
で
も

っ
て
歓
迎
し
た
。

■
山
野
井
泰
史
氏
ら
の
講
演

記
念
式
典

・
祝
賀
晩
餐
会
に
先
立
ち
、

午
後
１
時
か
ら
、
山
野
井
泰
史
氏
、
山

田
二
郎
元
会
長
の
記
念
講
演
が
あ
り
、

ロ
ビ
ー
で
は
、
資
料
映
像
委
員
会
に
よ

る

「写
真
で
見
る
日
本
山
岳
会
の
１
０ 築地本願寺雅楽会の演奏

０
年
」
が
展
示
さ
れ
た
。
写
真
展
は
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
か
ら
始
ま
り
、
小
島
鳥
水

ら
創
立
期
メ
ン
バ
ー
、
秩
父
宮
様
、
槙

有
恒
、
ま
た
女
性
登
山
の
パ
イ
オ
ニ
ア

ら
を
紹
介
。
ナ
ン
ダ

・
コ
ー
ト
、
マ
ナ

ス
ル
な
ど
の
初
登
頂
や
ク
ラ
ブ

・
ル
ー

ム
の
変
遷
、
最
近
の
自
然
保
護
活
動
な

ど
の
写
真
が
展
示
さ
れ
た
。

■
山
岳
会
所
蔵
山
岳
図
書

・
絵
画
展

１０
月
８
～
１７
日
、
東
京

・
丸
の
内
の

丸
善
で
日
本
山
岳
会
が
所
蔵
す
る
山
岳

図
書

・
絵
画
展
が
開
か
れ
た
。
日
本
山

岳
会
は
１
万
５
０
０
０
冊
に
の
ぼ
る
書

籍
を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
か
ら
　
６

和
書
６５
点
、
洋
書
５４
点
を
展
示
し
た
。
　

餘

総
合
的
な

一
般
公
開
は
７０
年
ぶ
り
。

■
景
信
山
で
懇
親
山
行

翌
日
の
懇
親
山
行
は
、
東
京

・
景
信

山
で
行
な
わ
れ
た
。
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
国
か
ら
１
１
０
名
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
景
信
山
で
の
記
念
撮
影
後
、

山
麓
で
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

一
環

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る

「高
尾
の
森

づ
く
り
」
を
見
学
。
高
尾
の
森
ベ
ー
ス

で
は
、
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
ト
ン
汁
が

ふ
る
ま
わ
れ
た
。
参
加
者
は
前
日
の
余

韻
に
ひ
た
り
な
が
ら
秋
の
山
を
楽
し
ん

だ
。　
　
　
　
　
　
（文
＝
高
橋
重
之
）
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記
念
式
典
、
祝
賀
晩
餐
会
に
先
立
ち
、

午
後
１
時
か
ら

「飛
天
」
に
て
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
者
は
、
当

初
、
１
９
５
０
年
、
フ
ラ
ン
ス
登
山
隊

隊
長
と
し
て
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
に
挑
み
、

人
類
で
初
め
て
８
０
０
０
い
川峰
登
項
に

成
功
し
た
モ
ー
リ
ス

・
エ
ル
ゾ
ー
グ
氏

と
日
本
を
代
表
す
る
ア
ル
パ
イ
ン

・
ク

ラ
イ
マ
ー
の
山
野
井
泰
史
氏
を
予
定
。

し
か
し
、
エ
ル
ゾ
ー
ダ
氏
が
健
康
上
の

理
由
か
ら
来
日
不
能
と
な
り
、
元
会
長

の
山
田
二
郎
氏
に
代
わ
っ
た
。
山
野
井

氏
は
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え

「生
還
と
復

活
」
を
語
り
、
山
田
氏
は

「私
の
山
登

り
」
と
題
し
て
話
を
さ
れ
た
。
以
下
は
、

そ
の
抜
粋
で
あ
る
。

な
お
、
講
演
に
は
約
１
０
０
０
人
の

参
加
者
が
あ
っ
た
。

ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

そ
し
て
９１
年
か
ら
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向

か
う
よ
う
に
な
り
、
ま
ず
最
初
に
登

っ

た
の
は
８
０
５
４
い
川
の
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー

ク
。
こ
の
と
き
は
単
独
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
無
酸
素
で
８
０
０
０
日
川

峰
に
登
れ
る
こ
と
を
確
認
で
き
、
こ
れ

以
降
、
僕
は
２０
回
以
上
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向

か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

９４
年
に
は

８
２
０
１
口
川
の
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
南
西

壁
を
１
人
、
そ
れ
も
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ

イ
ル
で
、
し
か
も
５０
時
間
余
り
で
頂
上

に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

ひ
と
つ
の
夢
の
実
現
の
瞬
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。
つ
い
で
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ン

ガ
ー
、
こ
の
山
で
は
空
腹
が
続
き
、
こ

の
登
攀
ル
ー
ト
を
イ
ス
ラ
ム
の
断
食
に

壁
言え

〃
ラ
マ
ダ
ン
〃
と
名
づ
け
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
は
Ｋ
２
。
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ

を
出
発
し
て
か
ら
４８
時
間
後
に

は
項
上
に
立

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
０
２
年
に
は
遭
難
し
た

ギ
ャ
チ
ュ
ン

・
カ
ン
で
す
。
そ
の
前
に

妻
の
妙
子
と
ア
メ
リ
カ
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
み
ま
し
た
。
そ
し
て
９
月
、
ネ

パ
ー
ル
で
準
備
し
、
チ
ベ
ッ
ト
領
に
入

り
ま
し
た
。
僕
ら
に
と
っ
て
チ
ベ
ッ
ト

は
３
回
目
で
す
。
チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
て

も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
調
子

は
大
変
よ
く
、
５
０
０
０
ｓ
川
ぐ
ら
い
で

も
脈
拍
は
正
常
で
し
た
。

僕
ら
は
ヤ
ク
５
頭
と
使
い
手
３
人
、

ネ
パ
ー
ル
人
の
コ
ッ
ク
ー
人
と
で
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
５

５
０
０
際
川
の
地
点
に
Ｂ
Ｃ
を
設
置
し
ま

し
た
。
ギ
ャ
チ
ュ
ン

・
カ
ン
に
は
ま
だ

８
キ

ロも
手
前
で
す
じ
、
あ
ま
り
い
い
場

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
以
上
ヤ

ク
が
進
め
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

ギ
ャ
チ
ュ
ン

・
カ
ン
は
ネ
パ
ー
ル
と

チ
ベ
ッ
ト
国
境
に
あ
る
７
９
５
２
際
川
の

難
峰
で
す
。
初
め
北
東
壁
を
目
指
し
た

の
で
す
が
、
危
険
度
が
高
く
、
第
２
登

で
あ
る
北
壁
に
し
ま
し
た
。

１０
月
５
日
、
コ
ッ
ク
さ
ん
に
５
～
６
　
７

日
で
帰

っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
言
い
残
し
　
隕

ま
し
た
。
そ
の
意
味
は
、
そ
れ
以
上
た

っ
て
帰

っ
て
こ
な
か
っ
た
ら
ネ
パ
ー
ル

に
帰

っ
て
も
よ
い
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、

僕
ら
は
い
つ
も
の
特
別
気
負

っ
た
と
こ

ろ
も
な
く
出
発
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
取
付
き
付
近
で
上
空
に
い

や
な
雲
の
発
生
と
気
圧
の
低
下
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
ア
タ
ッ
ク
を
中
止
す

る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
僕
ら
は
暗
い
う
ち
に
出
発
し

ま
す
。
雪
が
固
く
し
ま
っ
て
い
た
ほ
う

が
、
体
力
を
使
わ
ず
に
済
む
か
ら
で
す
。

ま
た
、
僕
ら
は
普
通
ロ
ー
プ
を
結
び
合

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、

記
念
講
演
会

生
還
と
復
活

―
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
か
ら
ボ
タ
ラ
ヘ
ー

僕
は
１０
歳
の
時
か
ら
山
登
り
を
始
め

ま
し
た
。
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
中

学
生
の
時
か
ら
で
す
。
技
術
的
に
難
し

い
も
の
と
未
知
な
る
も
の
を
求
め
て
き

た
こ
と
は
他
の
登
山
者
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、
僕
の
特
別
な
と
こ
ろ
は
１

人

（ソ
ロ
）
で
登
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
精
神
的
に
も
技

術
的
、
体
力
的
に
も
厳
し
い
の
で
す
が
、

や
は
り
終
わ
っ
た
あ
と
の
充
実
感
が
大

き
い
か
ら
で
す
。

山
野
井
泰
史

僕
が
初
め
て
単
独
で
大
き
な
山
に
登

っ
た
の
は
、

８８
年
、
北
極
圏
に
あ
る
バ

フ
ィ
ン
島
の
ト
ー
ル
西
壁
と
い
う
岩
山

で
す
。
標
高
差
１
４
０
０
肝
、
こ
れ
を

７
日
間
か
け
て
登
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

た
い
へ
ん
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
つ
い
で
南
米
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に

あ
る
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
。
こ
れ
は
８９
年
に

は
失
敗
し
ま
し
た
が
、
翌
９０
年
に
再
度

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
成
功
し
ま
し
た
。
技

術
面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
精
神
面
を
学
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落
ち
た
と
き
、
お
互
い
に
巻
き
ぞ
え
に

な
る
の
が
い
や
な
こ
と
と
、
ス
ピ
ー
ド

が
鈍
る
か
ら
で
す
。

７
０
０
０
際
川付
近
で
２
日
目
の
ビ
バ

ー
ク
。
雪
は
５０
費
ノぐ
ら
い
し
か
削
れ
ず
、

夫
婦
折
り
重
な
っ
て
寝
ま
し
た
。
７
５

０
０
い
川付
近
で
や
っ
と
ま
と
も
な
テ
ン

ト
を
張
る
こ
と
が
で
き
、
足
の
凍
傷
の

手
当
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

も
は
や
妙
子
は
顔
が
む
く
む
ほ
ど
体
調

が
悪
か
っ
た
よ
う
で
す
。

翌
朝
や
っ
ば
り
吹
雪
で
し
た
。
だ
が

僕
ら
は
出
発
し
ま
し
た
。
し
か
し
妙
子

は
途
中
で
力
尽
き
、
テ
ン
ト
に
戻
る
こ

と
に
な
り
、
僕
は
単
独
で
、
多
分
昼
過

ぎ
に
項
上
に
立
ち
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
は

妙
子
が
持

っ
て
い
た
の
で
、
残
念
な
が

ら
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
５
０
０
際
川
に
戻

っ
て
１
泊
し
、
翌

朝
２
人
は
下
山
を
開
始
し
ま
し
た
。
も

の
す
ご
い
吹
雪
で
し
た
が
、
僕
ら
に
は

も
う
下
り
る
し
か
選
択
の
余
地
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
１
日
か
か
っ
て
３
０

０
際
川
の
下
降
、
岩
棚
に
ビ
バ
ー
ク
。
さ

ら
に
翌
日
、
つ
い
に
大
き
な
雪
崩
に
遭

遇
、
妙
子
の
宙
吊
り
、
視
力
の
減
退
、

そ
し
て
襲

っ
て
く
る
幻
覚
と
闘
い
な
が

ら
決
死
の
脱
出
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
ぎ
り
ぎ
り
の
生
還
と
な
り
ま
し
た
。

ギ
ャ
チ
ュ
ン

・
カ
ン
で
は
本
当
に
い

ろ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
僕
は
特

別
い
や
な
登
山
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。

自
分
の
技
術
、
体
力
も
精
神
力
も
す
べ

て
出
し
切
っ
て
帰

っ
て
き
た
ん
で
す
。

む
し
ろ
い
い
登
山
だ

っ
た
な
あ
、
と
今

で
も
思

っ
て
い
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
で
入
院
、
そ
し
て
す
ぐ
に

日
本
の
病
院
で
手
術
し
ま
し
た
。
凍
傷

は
黒
く
、
ミ
イ
ラ
化
し
て
痛
く
は
な
い

の
で
す
が
、
手
術
後
は
さ
す
が
に
痛
み

苦
し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
と
き
は

登
山
の
中
断
も
考
え
ま
し
た
。
４
カ
月

半
の
入
院
で
し
た
が
、
２
カ
月
後
ぐ
ら

い
か
ら
、
あ
る
日
ま
た
山
に
戻
り
た
い

な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
リ
ハ
ビ
リ
登
山
を
開
始
し
、
次
第
に

回
復
し
ま
し
た
。

「生還と復活」を語る山野井泰史氏

ポ
タ
ラ
峰
と
の
出
会
い
は
四
川
省
に

旅
行
に
行

っ
た
時
、
美
し
い
北
壁
を
目

前
に
し
て
か
ら
で
す
。
僕
は
こ
れ
を
復

活
の
た
め
の
第
１
戦
に
し
よ
う
と
思
い

つ
い
た
わ
け
で
す
。

２
０
０
４
年
、
本
格
的
に
ポ
タ
ラ
峰

へ
の
挑
戦
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て

Ｂ
Ｃ
を
３
７
０
０
ｂ
川付
近
に
設
置
し
ま

し
た
。
そ
の
翌
日
か
ら
雨
で
悪
戦
苦
闘

が
続
き
、
つ
い
に
登
り
切
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
び
厳
し
い
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
末
、
本
年
７
月
、
僕
は
再

び
こ
の
北
壁
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

出
発
に
当
た
っ
て
は
、
２
年
間
、
飼

っ
て
い
た
ク
ワ
ガ
タ
を
逃
が
し
て
や
り

ま
し
た
。
帰

っ
て
来
れ
な
い
可
能
性
も

覚
悟
し
た
わ
け
で
す
。
荷
物
は
６０
キ

ロぐ

ら
い
で
し
た
。

ま
た
も
連
日
の
雨
と
、
全
く
日
が
当

た
ら
な
い
北
壁
で
の
厳
し
い
寒
さ
と
落

石
に
悪
戦
苦
闘
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
登
り
出
し
て
７
日
日
、
遂

に
僕
は
項
上
稜
線
に
抜
け
ま
し
た
。
感

動
は
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
復
活
し
た

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、何
か

ス
テ
ッ
プ
を
踏
め
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。

私
の
山
登
り

―
悔
い
の
な
い
山
登
り
を
目
指
し
て
―

私
は
昭
和
１５
年
に
慶
応
大
学
に
入
学
、

さ
っ
そ
く
、
山
岳
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

慶
応
大
学
山
岳
部
は
今
年
で
創
立
９０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
は
創
立

者
の
鹿
子
木
員
信
教
授
の
発
案
に
よ
っ

て
、
全
体
主
義
、
「重
装
主
義
」
、
デ
モ

ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
運
営
が
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

全
体
主
義
と
い
っ
て
も
、
か
つ
て
ヒ

ト
ラ
ー
が
独
裁
政
治
に
都
合
の
よ
い
よ

山
田
二
郎

う
に
利
用
し
た
全
体
主
義
と
は
全
く
異

な
り
、
部
員
ひ
と
り

一
人
が
役
員
に
な

っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
部
全
体
の
こ
と

を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

「重
装
主
義
」
に
つ
い
て
は
少
し
説
明

が
長
く
な
り
ま
す
か
ら
順
序
を
逆
に
し

て
、
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
会
の
運
営

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
こ
れ
は
槙
さ

ん
と

一
緒
に
山
に
お
い
で
に
な
っ
た
こ

黎 8
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と
が
あ
る
方
は
多
分
、
実
感
と
し
て
も

っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
我
々
の

部
で
は
、
初
め
て
の
テ
ン
ト
生
活
で
寒

さ
に
震
え
て
い
る
新
人
部
員
に
リ
ー
ダ

ー
が
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
を
作

っ
て
く
れ
た

り
、
ま
た
、
荷
物
を
背
負
う
の
も
リ
ー

ダ
ー
を
含
め
て
平
等
で
あ
っ
て
、
リ
ー

ダ
ー
だ
け
が
軽
い
リ
ュ
ッ
ク
で
重
荷
に

喘
ぐ
新
人
部
員
を
後
ろ
か
ら
追
い
上
げ

る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

３
番
目
は

「重
装
主
義
」
で
す
。
「重

装
主
義
」
と
い
う
の
は
山
と
い
う
大
自

然
を
相
手
に
し
て
い
る
か
ら
何
時
ど
こ

で
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
か
も
わ
か

ら
な
い
。
そ
う
い
う
危
険
に
対
処
す
る

た
め
に
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
重
く

装
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
軽
い

日
帰
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
さ
え
、
非
常

食
の
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
を
リ
ュ
ッ
ク

の
底
に
用
意
し
続
け
た
三
田
幸
夫
さ
ん

（Ｈ
代
会
長
）
の
話
も
、
そ
の

一
例
で
す
。

私
も
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
の
効
用
を
体

験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
１７
年
、

関
温
泉
で
の
ス
キ
ー
合
宿
で
、
バ
テ
た

部
員
に
飲
ま
せ
た
ら
俄
か
に
元
気
に
な

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

慶
応
大
学
山
岳
部
で
は
、
事
故
や
失

敗
に
対
す
る
徹
底
し
た
原
因
追
及
と
検

討
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
は

事
大
主
義
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ほ
ど

で
す
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則

（労
働

災
害
統
計
）
に
あ
る
よ
う
に
、
軽
微
な

事
故
を
軽
視
す
る
と
大
事
故
に
繋
が
る

か
ら
で
す
。
例
え
ば
昭
和
１５
年
の
南
ア

ル
プ
ス
で
の
合
宿
で
は
、
昼
食
の
弁
当

は
３
分
の
１
は
残
し
て
、
残
り
は
目
的

地
が
見
え
て
か
ら
食
え
と
も
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
に

「重
装
主
義
」
を

事
あ
る
ご
と
に
つ
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

冬
山
の
登
山
計
画
で
は
、
地
域
と
季

節
に
応
じ
て
晴
天
の
確
率
に
従

っ
て
食

料
や
燃
料
を
実
働
日
数
の
３
倍
と
か
４

倍
用
意
す
る
の
で
す
。
例
え
ば
冬
の
鋼

岳
は
３
日
半
に
晴
天
は
１
日
ぐ
ら
い
し

か
な
い
と
見
て
、
食
料
は
３

ｏ
７
倍
と

考
え
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
実
行
し

た
の
で
、
少
々
の
吹
雪
や
悪
天
候
に
も

平
気
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
頃
で
は
そ
の
よ
う
な
準
備
を
す
る
パ

ー
テ
ィ
ー
は
ま
れ
な
た
め
か
、
ち
ょ
っ

と
吹
雪
い
た
り
、
ド
カ
雪
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
と
、
す
ぐ
に
安
易
に
携
帯
電
話

な
ど
で
救
助
を
求
め
る
の
は
以
て
の
外

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の

「重
装
主
義
」
は
必
ず
し
も
真

っ
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
く
ら
い
の
心
構
え
や
余
裕
は
い
つ

も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

ま
あ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
事
大
主
義
と

思
わ
れ
る
く
ら
い
厳
し
く
い
る
ん
な
事

を
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
今
日
、

８３
歳

に
な
る
ま
で
ど
う
や
ら
無
事
に
や
っ
て

こ
ら
れ
た
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
の
尊
敬
す
る
先
輩
の

一
人
に
谷
口

現
吉
さ
ん
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
後
輩

に
対
し
て
厳
し
い
非
常
に
熱
心
な
指
導

を
さ
れ
た
方
で
す
が
、
そ
の
方
か
ら
、

「縦
か
ら
切
っ
て
も
、横
か
ら
切
っ
て
も

悔
い
の
な
い
山
登
り
を
し
な
さ
い
」
と

厳
し
い
指
導
を
受
け
た
こ
と
を
、
未
だ

に
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
、
山
登
り
だ
か
ら
も
ち

ろ
ん

「項
上
に
達
す
る
こ
と
は
大
切
だ

が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
問
題
な
の
は
そ

の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
て
、
誤
魔
化
し
や

饒
倖
に
頼

っ
た
山
登
り
は
、
立
派
な
山

登
り
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。で

も
、
私
に
も
い
く
つ
か
の
失
敗
例

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
１７
年
、
冬
の
北
鎌

尾
根
、
初
登
攀
を
し
た
あ
と
雪
洞
か
ら

ト
ラ
バ
ー
ス
の
危
険
、
ま
た
ガ
ネ

ッ
シ

ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
で
の
雪
崩
、
そ
し
て
先

述
の
ヒ
マ
ー
ル
チ
ュ
リ
で
の
雪
崩
事
故
、

そ
し
て
マ
ナ
ス
ル
で
の
Ｃ
６
の
位
置
の

選
定
な
ど
で
す
。
そ
れ
か
ら
１２
月
の
裏

妙
義
の
滑
落
、
下
に
滝
が
あ
っ
た
の
で

横

っ
跳
び
で
何
と
か
助
か
り
ま
し
た
が
、

危
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

山
登
り
は
安
全
性
の
限
界
に
挑
戦
す

る
ス
ポ
ー
ツ
と
言
う
側
面
を
持

っ
て
い

ま
す
。
安
全
性
の
限
界
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

挑
戦
し
て
無
事
に
項
上
に
達
し
、
安
全

に
下
山
し
て
初
め
て
完
璧
な
山
登
り
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
一　
９

勢
で
山
に
登

っ
て
い
る
と
、
知
ら
ず
知
　
爾

ら
ず
の
う
ち
に
危
険
を
見
逃
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
厳
重
注
意

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
日
、
山
岳
会
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

登
山
界
も
大
変
な
様
変
わ
り
を
し
て
い

ま
す
。
先
ほ
ど
の
山
野
井
さ
ん
の
写
真

を
見
る
と
装
備
も
非
常
に
よ
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
山
登
り
の
形
態
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

し
か
し
、
大
自
然
と
し
て
、
山
が
山

で
あ
り
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
限
り
、

登
山
の
危
険
が
減

っ
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（記
録
＝
小
倉

厚
）

「私の山登り」を語る山田二郎氏
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創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
本
山
岳
会

百
周
年
を
祝
う

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
会
長

マ
ー
ク

・
リ
ッ
チ
ー
氏

マ
ー
ク
さ
ん
夫
妻
が
１
０
０
周
年
祝

賀
晩
餐
会
に
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
く

れ
た
の
は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ

ろ
う
。
彼
の
ス
ピ
ー
チ
は
充
実
し
た
内

容
で
、
事
前
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
こ
と
を
よ
く

勉
強
し
て
き
た
事
が
感
じ
ら
れ
た
。

日
本
山
岳
会
、
日
本
の
登
山
界
と
ア

メ
リ
カ
山
岳
会

（Ａ
Ａ
Ｃ
）
と
の
関
係

に
は
そ
れ
な
り
の
節
目
が
あ

っ
た
。
京

都
大
学
学
士
山
岳
会
の
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
遠

征
、
故

・
吉
沢

一
郎
さ
ん
と
ア
メ
リ
カ

ン

・
ア
ル
パ
イ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（Ａ

Ａ
Ｊ
）
の
名
編
集
長
で
あ
っ
た
、
Ａ

・

カ
ー
タ
ー
さ
ん
と
の
親
交
、
若
手
の
ロ

マーク 0リ ッチー氏

記
念
式
典
祝
賀
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
海
外
か
ら
多
数
の
出
席
者
が
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
と
カ
ナ
ダ
山
岳
会
の
会
長
に
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
し
、
抱
負
を
語

っ
て
も
ら

っ
た
。

ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
グ
ル
ー
プ
の
来

日
、　
ヨ
セ
ミ
テ

「キ
ャ
ン
プ
ー
４
」
一修

復
で
の
日
本
人
ク
ラ
イ
マ
ー
の
献
身
的

な
協
力
、
筆
者
の
Ａ
Ａ
Ｃ
年
次
総
会
で

の
講
演
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
舞
台
回
し

を
常
に
担

っ
て
く
れ
た
の
が
、
ア
メ
リ

カ
登
山
界
の
重
鎮
Ａ
Ａ
Ｃ
元
会
長
の
ニ

コ
ラ
ス

ｏ
ク
リ
ン
チ
さ
ん

（ヒ
ド
ン

ｏ

ピ
ー
ク
、
マ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
、
中昆
脊

ウ
ル
グ

・
ム
ス
タ
ー
ク
を
初
登
項
）
で

あ
っ
た
。
マ
ー
ク

ｏ
リ
ッ
チ
ー
さ
ん
は
、

そ
ん
な
関
わ
り
を
持
つ
Ａ
Ａ
Ｃ
の
現
会

長
で
あ
る
。

Ｑ
　
日
本
山
岳
会
と
ア
メ
リ
カ
山
岳
会

を
比
較
し
て
、
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
　
式
典
と
晩
餐
会
の
総
合
司
会
者
の

神
崎
忠
男
さ
ん
は
、
ク
ラ
ブ
創
立
が
ほ

ぼ
同
じ
時
期
だ

っ
た
ア
メ
リ
カ
山
岳
会

（１
９
０
２
年
創
立
）
、
日
本
山
岳
会

（１

９
０
５
）
、
カ
ナ
ダ
山
岳
会

（１
９
０
６

年
）
を
世
界
の
山
岳
会
の
３
兄
弟
だ
と

う
ま
い
表
現
を
し
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

関
係
を
続
け
た
い
で
す
ね
。
Ａ
Ａ
Ｃ
の

歴
史
は
浅
い
が
、
登
山
に
関
し
て
は
少

し
先
輩
で
す
。
国
際
政
治
に
た
と
え
れ

ば
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
Ａ
Ａ
Ｃ
と
日
米
同
盟
を

機
軸
に
し
た
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ａ
Ｃ
は
１０
年

前
に
本
拠
地
を
東
部
の
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

か
ら
中
部
の
コ
ロ
ラ
ド
に
移
し
て
か
ら

門
戸
を
開
放
し
て
大
衆
化
を
図
り
、
会

員
は
増
え
て
現
在
は
７
２
０
０
人
で
す
。

平
均
年
齢

（４５
歳
）
は
高
く
な
り
つ
つ

あ
り
、
若
い
人
が
入
会
し
な
い
の
が
悩

み
で
す
。
そ
れ
で
も
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
平
均
年

齢

（６４
歳
）
に
比
べ
る
と
ず

っ
と
若
い

で
す
ね
。
支
部
の
活
動
も
国
際
的
で
す
。

若
い
人
が
入
会
し
な
い
の
は
本
家
の
英

国
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
も
同
じ
で
、
ク

ラ
ブ
運
営
の
共
通
の
課
題
な
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
と
の
違
い
の
ひ
と
つ
は
、
ク
ラ

ブ
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
て
会

費
が
安
い
こ
と
で
す
。
年
会
費
は
Ｊ
Ａ

Ｃ
の
１
万
２
０
０
０
円
に
対
し
、
Ａ
Ａ

Ｃ
は
６５
ド

ル
で
す
。
Ａ
Ａ
Ｃ
は
お
金
集
め

が
上
手
で
す
。
ま
た
、
Ａ
Ａ
Ｃ
会
長
の

年
齢
は
お
お
む
ね
４０
代
で
す
。

Ｑ
　
マ
ー
ク
さ
ん
は
第

一
級
の
現
役

ク
ラ
イ
マ
ー
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
ど
ん

な
登
攀
を
し
て
き
ま
し
た
か
。

Ａ
　
私
は

１
９
７
３
年
、

１５
歳
の
と
き

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
岩
登
り
を
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
年
間
で
ヨ
セ
ミ

テ
の
エ
ル

ｏ
キ
ャ
ピ
タ
ン
の
ノ
ー
ズ
、

ド
リ
ュ
ー
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
東
壁
と
ア

メ
リ
カ
ン

・
ダ
イ
レ
ク
ト
を
登
り
ま
し

た
。
以
来
、
世
界
の
山
岳
に
お
い
て
、

長
く
技
術
的
に
難
し
い
ア
ル
パ
イ
ン

・

ル
ー
ト
の
登
攀
と
探
検
的
登
山
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ペ
ル
ー
の
カ
エ
ッ
シ
ュ

東
壁
と
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ

・
ブ
ラ
ン
カ
の

チ
ャ
ク
ラ
ラ
フ
南
壁
の
初
登
攀
、
ガ
ル

ワ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
シ
ブ
リ
ン
東
稜
の

第
２
登
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
、
パ
タ
ゴ
ニ

ア
の
難
峰
セ
ロ
・ト
ー
レ
、
ア
イ
ガ
ー
・

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

・
グ
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ラ

ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
３
大
北
壁
も
登
り
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
ボ
ニ
ン

ト
ン
隊
に
参
加
し
、
３
つ
の
初
登
項
を

し
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
に
は
、
Ｃ

ｏ

ボ
エ
ン
ト
ン
と
Ｈ

・
カ
パ
デ
ィ
ア
に
同

行
し
て
イ
ン
ド
と
カ
ラ
コ
ル
ム
の
６
０

０
０
際
川峰
を
初
登
項
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
祝
賀
会
と
翌
日
の
日
光
散
策
で

は
、
何
が
印
象
的
で
し
た
か
。

Ａ
　
祝
賀
会
で
は
皇
太
子
殿
下
と
親

し
く
話
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、

同
じ
建
築
関
係
の
仕
事
を
持
つ
も
の
同

士
と
い
う
こ
と
で
、
平
山
会
長
と
も
話

が
弾
み
、
晩
餐
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル

は
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。

翌
日
は
、
松
原
尚
之
さ
ん
の
ガ
イ
ド

鶉 10
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で
小
川
山
で
岩
登
り
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
若
手
ク
ラ
イ
マ
ー
と
登

り
た
い
と
い
う
私
の
希
望
を
か
な
え
て

い
た
だ
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
日
光

か
ら
の
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
歌
を
指

名
さ
れ
、
「労
働
者
の
歌
」
を
歌
い
ま
し

た
。
私
の
父
は
労
働
組
合
の
仕
事
に
生

涯
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
歌

は
自
分
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
歌
だ
と
思

っ

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
と
文
＝
中
村

保

カ
ナ
ダ
山
岳
会
会
長

キ
ャ
メ
ロ
ン

ｏ
ロ
ウ
氏

Ｑ
　
日
本
山
岳
会
の
記
念
式
典
と
祝

賀
会
は
い
か
が
で
し
た
か
。

Ａ
　
カ
ナ
ダ
山
岳
会
は
来
年
１
０
０
周

年
を
控
え
て
い
ま
す
の
で
、
細
か
い
と

こ
ろ
ま
で
注
意
深
く
観
察
し
な
が
ら
参

加
し
ま
し
た
が
、
大
い
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
多
数
の
人
々
が
参
加
し
て
盛

大
な
素
晴
ら
し
い
催
し
で
、
よ
く
オ
ー

ガ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
と
感
心
し
ま
し

た
。
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ロ
ビ
ー
に
１
０
０
年
の
歴
史
を
写
真
パ

ネ
ル
で
展
示
し
て
あ
り
、
と
て
も
良
い

試
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
カ

ナ
ダ
山
岳
会
の
歩
み
を
写
真
で
展
示
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
カ
ナ
ダ
山
岳
会
１
０
０
周
年
記

念
行
事
の
ご
予
定
は
。

Ａ
　
ｌ
年
が
か
り
で
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
を
や
り
ま
す
。
も

っ
と
も
大
き

な
催
し
は
０６
年
１０
月
１２
～
１４
日
に
バ
ン

フ
で
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
を
開
催
し
、
最
終

日
に
は
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
も
兼
ね

て
記
念
祝
賀
会
を
行
な
い
ま
す
。
カ
ナ

ダ
山
岳
会
の
役
員
や
会
員
の
ほ
か
、
他

国
の
山
岳
会
も
ご
招
待
し
、
参
加
者
は

５
０
０
～
６
０
０
人
く
ら
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
日
は
、
カ
ナ
ダ

の
首
相
が
出
席
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、

首
相
の
都
合
の
良
い
３
月
２５
日
に
、
ウ

ィ
ニ
ペ
グ
で
カ
ナ
ダ
山
岳
会
だ
け
の
１

０
０
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
な
ぜ
山
の
な
い
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
で
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ウ
ィ
ニ
ペ

グ
は
鉄
道
の
起
点
な
の
で
す
。
１
０
０

年
前
の
登
山
者
は
そ
こ
か
ら
列
車
で
日

的
の
山
へ
と
出
か
け
た
も
の
で
す
。
槙

さ
ん
も
鉄
道
で
ロ
ッ
キ
ー
ヘ
入
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
時
を
偲

ん
で
開
催
地
と
し
た
の
で
す
。

ま
た
、
１
０
０
年
前
カ
ナ
ダ
山
岳
会

初
の
公
式
登
山
を
行
な
っ
た
バ
イ
ス
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
山
へ
、
記
念
山
行
を
し
ま

す
。
ヨ
ー
ホ
ー
に
６
週
間
の
ロ
ン
グ
キ

ャ
ン
プ
を
張
り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
参

加
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

そ
の
他
、
１
０
０
周
年
記
念
誌
の
編

纂
も
始
め
て
い
ま
す
。
会
報
は
年
１
回

発
行
し
て
い
る
『ア
ル
パ
イ
ン
・ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
と
、
１
年
に
３
回
発
行
し
て
い

る
２０
ペ
ー
ジ
程
度
の

『
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
』
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
１
０
０

周
年
の
歴
史
を
特
集
し
た
７０
ペ
ー
ジ
の

『
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
を
作

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
会
員
数
と
各
支
部
の
活
動
、
会
の

特
典
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
会
員
数
は
約
６
０
０
０
人
で
す
が
、

家
族
会
員
も
合
わ
せ
る
と
１
万
人
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
会
員
は
、
ロ
ッ
キ
ー

山
脈
の
あ
る
西
部
に
偏

っ
て
い
ま
す
。

年
齢
は
個
人
情
報
保
護
の
た
め
調
べ
て

い
ま
せ
ん
が
、
若
い
会
員
が
多
い
で
す
。

広
い
カ
ナ
ダ
に
は
１９
の
支
部
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
支
部
単
位
で
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
年
に
２
度
行
な
わ
れ
る
総

会
は
、
各
支
部
持
ち
回
り
で
、
い
ろ
い

ろ
な
地
域
で
開
催
し
、
公
開
討
論
で

一

般
参
加
も
認
め
て
い
ま
す
。

会
に
は
い
く
つ
か
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
山
岳
会
で
所
有
し
て
い
る
２３

の
山
小
屋
が
安
い
料
金
で
使
用
で
き
る

こ
と
。
山
岳
保
険
に
加
入
で
き
る
こ
と
。

ま
た
、
毎
週
末
、
山
岳
会
主
催
の
登
山

が
計
画
さ
れ
て
い
て
、
参
加
が
で
き
る

こ
と
な
ど
で
す
。　
一
般
の
人
（会
員
外
）

は
、
自
由
に
ハ
イ
キ
ン
グ
等
は
で
き
ま

す
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
岩
や
氷

河
を
登
る
ル
ー
ト
ヘ
は
勝
手
に
は
登
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
カ
ナ
ダ
山
岳
会
に

入
会
し
て
登
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
の
で

す
。
カ
ナ
ダ
山
岳
会
は
ク
ラ
イ
マ
ー
の

集
団
で
す
か
ら
。

Ｑ
　
カ
ナ
ダ
山
岳
会
と
し
て
、
海
外
遠

征
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
　
カ
ナ
ダ
山
岳
会
と
し
て
は
海
外

遠
征
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
９
８

０
年
代
に
は
大
き
な
遠
征
隊
を
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
送
り
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
に
は
良

い
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
ま
だ

ま
だ
未
踏
の
ピ
ー
ク
や
ル
ー
ト
が
多
数

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
北
西
部
の
ヌ

ニ
ヴ
ィ
ッ
ト
州
に
あ
る
バ
フ
ィ
ン
島
に

は
素
晴
ら
し
い
未
踏
の
岩
壁
が
多
数
あ

り
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
押
し
か
け
て

混
雑
し
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
遠
路
は
る

ば
る
行
く
よ
り
、
国
内
の
未
踏
の
山
に

眼
を
向
け
、
国
内
の
登
山
活
動
を
活
発

に
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
と
文
＝
本
木
線
子

キャメロン 0ロ ウ氏
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屏風山からの分水嶺を下る

とにする。無雪期、13回にわたって10箇所のポイント

すべてを踏査した。後は、これら点から線に繋ぐべく

積雪期を待つこととなった。

降雪が治まった2005年 3月 19日 、1日根尾村上大須

ダムから入山。左門岳を経て左門岳の肩に幕営した。

翌日2隊に別れ、屏風山～井岸山まで踏査した。A

隊 :大庭、織田会員は幕営地 6時10分出発。湿雪に足

をとられながらアップダウンを繰り返し、井岸山往復。

15日判吊営した。B隊 :西嶋、前川、岡本会員は6時 5

分出発。11時55分屏風山着。更に進むが、複雑な尾根

に迷いながら、急斜面を2ピッチ懸垂下降で下りたと

ころで引き返す。朝方からすっきりしない天候であっ

たが、17時過ぎから徐々に風が強くなり雪が舞いだし

た。風雪は更に強くなり雷も鳴りだす。ヘッドランプ

の明かりを吹雪がかき消す中、21時、帰営する。

残る屏風山西側を踏査すべく4月 22日 、笹生川ダム

から入山した。中高山を経て中高山の肩から左右に分

かれて踏査を実施。A隊 :大庭、前田、前川、岡本会

員は藤倉谷の頭に幕営。翌日、屏風山を往復 (1ビバ

ーク)する。B隊 :西嶋、織田会員は蝿帽子峠で幕営。

翌日、刈安山往復の後、蝿帽子川を下る。C隊 :澤村、

埴崎、中川会員と大庭 (妻)は中高山の肩までサポー

ト。今回の踏査には積雪がほとんど残っておらず、薮

漕ぎを強いられたが、会員の連帯感と使命感、そして

何よりも分水嶺踏査を完遂しようという強い意志によ

って踏査を完了することができた。  (岡本明男 )

「ロマン」と「ゲーム」としての分水嶺

京都支部は京都府と滋賀県の分水嶺を担当し、福井

県境の大御影山 (950m)よ り、兵庫県境の三国岳

(508m)ま でを踏査することとなった。

山 726-2005。 11・ 20(第二種郵便物認可)

2004年 4月 に二国岳をスタート、月 1回支部例会の

かたちで15回実施し、2005年 7月 、無事終了するこ

とができた。参加者は会員35名、非会員11名 、延ベ

231名 であった。期間中雨で中止となったのは1回の

み、後は天候にも恵まれ順調に線を伸ばすことができ

た。第 2回 (2004年 6月 )か らは大御影山より南下

し、小野村割岳を中間点とした。第 9回 (2005年 1

月)以降は冬季の積雪を避け、観音峠から北上し、小

野村割岳 (932m)が終了点となった。

周知のとおり、近畿地方の北中部より北東部は重畳

とした山並みが続くが、険しい山岳地帯ではない。標

高も踏査区間は1000m以下の山嶺で、里山を繋ぐ部分

が多く、気負い立つことはなかった。大御影山より三

重嶽、百里ヶ岳、三国岳 (三国峠776m)間はブナ林

が美しく、演習林の外縁である三国岳から海老坂は台

杉やモミ (ツ ガ)の巨木に感嘆した。海老坂と園部の

三国岳間はやや複雑な地形を含み、区間最低地の日吉

平 (205m)を 通過した。全行程とも、径、踏跡、切

り開きに助けられ、薮に苦労した部分は少なかった。

若狭湾に注ぐ」UII、 南川、琵琶湖に流入する石田川、

安曇川に始まり、由良川と大堰川などを分ける山嶺を

歩く企画に、筆者は「ロマン」を感じ、全行程に参加

した。主目的の「計測」もさることながら、忠実なト

レースの必要な踏査に「ゲーム」としての面白さが加

味された。そのため、直下に林道が敷設されている区

間も、あくまで分水嶺にこだわった。

最終回には斎藤元会長も参加され、小野村割岳で横

田支部長の音頭で、ささやかな乾杯をあげたが、お祭

りの終わりに、メンバーは安堵と一抹の寂しさを感じ

たようであった。

磯部リーダーと車の移動・回収を引き受けてくれた

サポート隊に深く感謝したい。   (横 田和雄 )

支部の最終踏査となった小野村割岳で
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津軽半島を行く

当初、竜飛崎から発荷峠までの70kmが青森支部の

担当だったが、岩手支部の要請でさらに四角岳まで延

長することとなった。担当区域を3分割し、弘前地区

会員は竜飛崎から津軽半島中央部、青森地区会員はそ

こから南八甲田横岳付近、残りは八戸地区として計画

をたてた。

2005年 2月 26日 午前 8時、会員 3名が 1週間の予

定で竜飛崎をスタート、階段国道を経て国道339号 と

併走する分水嶺をスキーで南下、シールの不具合と灌

木の密生で距離が延びずピーク488m付近でビバーク。

翌27日 は風雪が激しくシールがこのままでは無理と判

断、矢形石山を越えてから陸奥湾側に下山を決定。山

中に1泊し、28日 12時30分、海辺の算用師部落に到着。

2回目は3月 21日 、会員2名で踏査開始。雪面が固

くなったのでスキーがよく滑り、前回の終了点には10

時30分到着。半島第2の高さの増川岳を左に見て、ア

ップダウンを繰り返し、四ツ滝山に15時着。30分ほど

進んだブナ林の中をビバーク地とした。翌22日 、品岳

分岐付近から、ブナ林から杉、ヒバを加えた林へと変

わり、標高も低くなったため、針葉樹の若木が密生、

距離が延びず 7km程進んだだけだった。随所に津軽

半島縦貫道建設の測量標識がブナの立木に打ち付けて

あった。23日 は玉清水山までの予定であったが、筆者

の親戚に不幸があり、途中で下山することになった。

3回日、前回の終了点の県道12号には、 4月 2日 7

時着。‐袴腰岳には14時着。日本海からの強風のため山

項には雪が無く、今回の踏査で三角点が確認できたの

はここだけである。この日は赤倉岳分岐付近でのビバ

ーク。翌 4月 3日 、夜半からのミゾレとガスのため11

時出発。急登に手こずったが大倉岳12時着。十二岳を

経て16時にはビバーク。

4月 4日 は朝から晴天に恵まれ、 7時40分発。最終

地点の県道と分水嶺が交差している所までは人工林地

帯で半日の行程である。苦労はあったが、クマタカの

飛翔、クマグラのドラミング、採餌木の確認など山行

を楽しむことができ、最終地点には13時着。今回本州

北端からの中央分水嶺踏査の一区間をトレース出来た

ことを嬉しく思った。       (清 野 宏 )

風雪の中15時間

石川県には中央分水嶺が通っていない。このため、

福井支部を応援して、両白山地の井岸山から温見峠ま

での26。6kmを分担することとなった。両白山地は福

井県と岐阜県の県境を走っている山域だが、その大部

分には道がなく、アプローチも不便で長く、取付の困

難な地域である。しかも稜線上には灌木と笹が密生し

ていて薮漕ぎを強いられる所でもある。

2004年 4月 18日 から本格的に踏査を開始した。こ

の区域にはW088～W097まで10箇所のポイントが設け

られている。このポイントを1つずつ押さえていくこ

い
呻

鍮 飩 癬 ::::`:t

本州最北端の竜飛崎で

鸞 13

．

　

　

一■

　

　

　

　

　

　

　

一…‥‐‐‐‥…‥‐‐‐一

ヽ
　

　

　

餞

　

　

　

　

　

一
一‐‐‥………‐…‐‐……

難
鉾爵
雉
炒
酢・咆
〓

ま‐‐゙

磁̈
一̈織

:薄議 :

躙

中̈”難

蝋

中̈榊
辮
由̈

¨̈
¨̈
一淵
¨̈



山 726-2005・ 11020(第二種郵便物認可)

１

′

′

支

全国各地の支部から、それぞれの活動状況を、
北から南へとリポー トします。

■
旧Ｈ
Ⅲ
■

第
９
回
ミ
セ
ス
・ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

８
月
６
日
～
７
日
、
エ
ミ
リ
ー

・
ウ

ェ
ス
ト
ン

（会
員
番
号
７
２
８
）
が
、

１
９
０
４

（明
治
３７
）
年
８
月
、
外
国

人
女
性
と
し
て
初
め
て
、
夫
ウ
ェ
ス
ト

ン
と
共
に
戸
隠
山
か
ら
高
妻
山
に
登
頂

し
た
功
績
を
讃
え
る
、第
９
回
ミ
セ
ス
・

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
が
、
戸
隠
高
原
の
ミ
セ

ス

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
記
念
碑
前
で
開
催
さ

れ
た
。

思
え
ば
、
平
成
８
年
１０
月
、
豊
田
市

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
写
真
展

「ウ
ェ

ス
ト
ン
の
見
た
明
治

・
大
正
の
日
本
」

の
中
に
、
戸
隠
山
の

「蟻
ノ
門
渡
り
」

に
立
つ
ミ
セ
ス

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
写
真

を
金
子
玲
子
会
員
が
見
つ
け
、
戸
隠
村

の
横
川
欣

一
村
長
に
見
せ
た
と
こ
ろ
た

い
へ
ん
感
激
さ
れ
、
平
成
９
年
８
月
３

日
に
第
１
回
ミ
セ
ス

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
１
月
、
戸
隠
村
が
長
野
市
に
合

併
し
、
今
回
か
ら
戸
隠
観
光
協
会
と
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
が
主
催
者
と

な
っ
た
。
そ
の
碑
前
祭
に
は
、
信
濃
支

部
会
員
５
名
を
含
む
約
１
０
０
名
近
い

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

式
典
は
、

１０
時
か
ら
始
ま
り
、
イ
ギ

リ
ス
と
日
本
の
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
に
よ
り
次
々
と
記
念
碑

に
献
花
が
行
な
わ
れ
た
。
ミ
セ
ス

・
ウ

ェ
ス
ト
ン
を
偲
び
、
自
石
み
さ
よ
さ
ん

作
詞
の

「遥
か
な
リ
ミ
セ
ス

・
ウ
ェ
ス

ト
ン
」
を
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
が
献
歌
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
、
戸
隠
観
光
協
会

の
西
善
秀
会
長
は

「豊
田
市
美
術
館
と

イ
タ
リ
ア
国
立
ト
リ
ノ
山
岳
博
物
館
が

共
催
し
た
写
真
展
で
見
つ
か
っ
た
、
戸

隠
山
蟻
ノ
門
渡
り
に
立
つ
ミ
セ
ス

・
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
１
枚
の
写
真
か
ら
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
始
ま
っ
た
」
と
経
過
を
報
告

し
、
「戸
隠
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

来
賓
祝
辞
に
続
い
て
筆
者
が
、
「日
本

山
岳
会
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
関
わ
り
」
と

題
し
、
「ウ
ェ
ス
ト
ン
が
出
版
し
た

『日

本
ア
ル
プ
ス
　
登
山
と
探
検
』
が
日
本

山
岳
会
の
設
立
に
深

い
関
係
が
あ

っ

た
」
こ
と
、
「小
島
鳥
水
と
岡
野
金
次
郎

が
横
浜
に
在
住
し
て
い
た
ウ
ェ
ス
ト
ン

を
訪
ね
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
よ
う
な
ア

ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
ブ
を
日
本
に
も
作

っ

た
ら
ど
う
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

こ
と
」
な
ど
を
披
露
し
た
。

式
典
終
了
後
、
参
加
者
は
戸
隠
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
セ
ン
タ
ー
に
移
り
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
手
作
り
の
料
理
で
昼
食
会

が
開
催
さ
れ
た
。
戸
隠
太
鼓
の
演
奏
や

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
戸
隠
の
自
然

を
満
喫
し
た
。

地
元
会
員
に
よ
る
懇
親
会
は
戸
隠
小

合
へ
移
動
し
て
開
催
さ
れ
た
。
佐
々
木

徳
雄
会
員
の
歓
迎
の
挨
拶
と
、
早
乙
女

緩
次
会
員
の
乾
杯
に
始
ま
り
、
初
参
加

の
松
林
の
り
子
会
員
か
ら
、
感
想
と
近

況
報
告
な
ど
山
麓
清
談
が
続
き
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

７
日
は
記
念
登
山
が
行
な
わ
れ
た
。

参
加
者
は
地
元
ガ
イ
ド
の
先
導
に
よ
り

「高
妻
山
」
、
「飯
綱
山
」
、
「植
物
園
周
辺

散
策
」
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ウ
ェ

ス
ト
ン
夫
妻
に
想
い
を
馳
せ
た
。

（金
子
誠
吾
）

１
０
０
周
年
記
念
　
第
８
次
イ
ン
ド

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
２
０
０
５

７
月
１０
日
～
８
月
１７
日
、
総
隊
長
の

寺
西
申
生

（６４
）
率
い
る
登
山
隊
は
、

高
所
順
応
を
中
心
と
し
た
タ
ク
テ
ィ
ク

ス
の
も
と
、
６
０
０
０
際
川峰
に
挑
戦
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
成
果
を
上
げ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン

目
指
す
山
々
は
、
中
国
と
の
国
境
に

隣
接
し
、
軍
事
上
の
国
境
線

（イ
ン
ナ

ー
ラ
イ
ン
）
上
の
た
め
、
登
山
許
可
が

な
か
な
か
出
ず
、
出
発
の
５
日
前
に
よ

う
や
く
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ
た
。

７
月
２３
日
、
キ
バ
ー
ル

（４
２
０
０

ミセス・ウェス トン記念碑前にて (信濃支部会員)

東
海
支
部
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鮮
）
か
ら
４８
頭
の
ポ
ニ
ー
に
隊
荷
を
積

み
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
ス
タ
ー
ト
。
２
日
日

の
ド
ゥ
ム
ラ
を
過
ぎ
る
と
無
人
の
荒
野

と
な
る
。
３
日
目
の
タ
ル
タ

（４
８
０

０
房
）
か
ら
荒
々
し
い
岩
溝
を

一
気
に

パ
リ
ル
ン
ビ
川
ま
で
４
０
０
際
川
下
る
。

深
い
ゴ
ル
ジ
ュ
を
遡
リ
ボ
ロ
グ
ン

（５

１
０
０
房
）
を
目
指
す
。
荒
涼
と
し
た

カ
ー
ル
跡
で
、
い
つ
も
水
に
苦
労
す
る

泊
ま
り
場
だ
が
、
今
年
は
残
雪
が
多
く

良
い
水
が
流
れ
て
い
た
。

４
日
日
、
難
関
の
パ
ラ
ン

・
ラ
を
越

す
。
標
高
に
加
え
、
峠
直
下
の
ガ
レ
場
、

氷
河
上
の
雪
に
ポ
ニ
ー
が
足
を
と
ら
れ

長
い
１
日
に
な
っ
た
。
氷
河
舌
端
近
く

の
５
２
０
０
際
川
地
点
に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し

た
。

8月 2日 、6206m無 名峰頂上にて (左・正田、右・野呂)

６
２
０
６
μ
川無
名
峰
初
登
頂

２
０
０
３
年
の
偵
察
で
は
、
北
面
よ

り
接
近
し
ル
ー
ト
を
確
認
し
た
が
、
ア

プ
ロ
ー
チ
が
長
か
っ
た
。
そ
れ
で
今
回

は
ラ
カ
ン
カ
河
を
西
ヘ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、

東
面
か
ら
項
上
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

氷
河
は
平
坦
で
ク
レ
バ
ス
も
無
い
が
、

油
断
し
て
い
る
と
、
氷
に
隠
れ
た
流
れ

に
足
を
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

７
月
３１
日
、
項
上
を
望
む
５
８
０
０

際
川
の
コ
ル
に
Ａ
Ｃ
を
設
営
。
８
月
１
日
、

隊
員
、
連
絡
官
、
高
所
ポ
ー
タ
ー
が
Ａ

Ｃ
に
入
る
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
か
ら
晴

天
が
続
き
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
行
動
で

き
た
。

８
月
２
日
早
朝
、
Ａ
Ｃ
を
出
発
、
頂

上
に
続
く
雪
の
ル
ン
ゼ
に
入
る
。
固
定

ロ
ー
プ
を
張

っ
て
約
１
５
０
房
登
る
と

頂
上
に
着
い
た
。
快
晴
の
項
上
か
ら
、

６
０
０
０
Ｍ
川峰
が
波
打

っ
て
連
な
る
３

６
０
度
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
。
１
９
９

７
年
に
初
登
頂
し
た
ク
ー
ラ
ー

（６
５

４
６
鮮
）
も
確
認
で
き
た
。
技
術
的
に

は
や
さ
し
い
山
だ

っ
た
が
、
展
望
に
満

足
し
て
Ａ
Ｃ
に
戻
り
、
そ
の
ま
ま
Ｂ
Ｃ

ま
で
帰

っ
た
。

ド
ゥ
ン
峰

（６
２
０
０
層
）
登
頂

７
月
２８
日
、
６
２
０
６
際
川
隊
と
別
れ
、

パ
カ
シ

・
ラ
ム
ー
ル
川
左
岸
の
５
２
０

０
際
川地
点
に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
。
氷
河
左
岸

の
モ
レ
ー
ン
を
５
４
５
０
際
川
ま
で
登
り

ラ
カ
ン
峰
を
確
認
し
た
。

３１
日
、
Ｂ
Ｃ

か
ら
Ａ
Ｃ
予
定
地
ま
で
の
距
離
が
長
い

た
め
、
氷
河
舌
端
に
Ｂ
Ｃ
を
移
動
し
た
。

８
月
１
日
、
氷
河
舌
端
の
右
側
か
ら

４
時
間
ほ
ど
登
り
、
右
岸
の
ド
ゥ
ン
峰

直
下
の
モ
レ
ー
ン
に
荷
物
を
デ
ポ
し
た
。

当
初
の
目
的
の
ラ
カ
ン
峰
は
、
こ
こ
か

ら
見
上
げ
る
と
、
予
定
ル
ー
ト
の
西
稜

上
部
に
北
壁
か
ら
の
ク
レ
バ
ス
が
続
い

て
い
る
。
雪
崩
の
危
険
と
あ
わ
せ
て
、

全
員
登
項
は
困
難
と
判
断
し
た
。
隊
員
、

高
所
ポ
ー
タ
ー
の
意
見
を
集
約
し
、
全

員
登
項
可
能
な
ド
ゥ
ン
峰
に
転
進
を
決

め
た
。

８
月
３
日
、
ド
ゥ
ン
峰
直
下
５
６
０

０
房
に
Ａ
Ｃ
を
設
営
し
た
。

８
月
４
日
、
４
時
に
出
発
。
氷
河
をACよ り望む ドゥン峰 (6200m)北面

つ
め
、
北
壁
直
下
に
着
く
と
明
る
く
な

っ
て
き
た
。
急
な
雪
壁
の
固
定
ロ
ー
プ

を
数
ピ

ッ
チ
登
る
と
稜
線
に
出
た
。
傾

斜
の
ゆ
る
い
長
い
雪
稜
を
た
ど
る
と
ド

ゥ
ン
峰
の
頂
上
だ

っ
た
。
Ｈ
時
に
全
員

登
項
。
快
晴
の
頂
上
か
ら
の
展
望
を
楽

し
ん
だ
。　
　
　
　
　
　
（水
野
起
己
）

【６
２
０
６
ｓ川
無
名
峰
隊
隊
長

・
鈴
木

常
夫

（７０
）
、
隊
員

・
野
呂
邦
彦

（６４
）
、

正
田
緑

（５０
）
、
学
術
隊
員
。山
中
光
子

（５８
）
、
ド
ゥ
ン
峰
隊
隊
長

・
水
野
起
己

（５４
）
、
登
攀
隊
長
・柳
原
徳
太
郎

（５８
）
、

隊
員
・水
野
和
博

（５８
）
、
三
浦
た
か
子

（６２
）
、
金
田
記
代
子

（５４
）
】

%〕ざむLAS TRIK
個人手配旅行から人気のトレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡ください。

基嚢アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐0008東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐ 3341‐0030

大阪/〒 540‐0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号  TEL 06‐ 6946‐9111

名古屋/〒 464‐ 0807名古屋区千穂区東山通り5… 113オ ークラビル6F TEL052… 788‐ 2422
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バ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
救
援
の
お
願
い

「
フ
ン
ザ
の
ハ
セ
ガ
ワ

・
ス
ク
ー
ル
は

大
丈
夫
で
す
か
？
」

１０
月
８
日
に
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
を
襲

っ
た
地
震
に
際
し
て
は
、
大
勢
の
方
々

か
ら
ご
心
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ｏ
６
と
い
う
か
つ
て

な
い
規
模
の
地
震
は
、
首
都
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
の
北
約
１
２
０
キ

ロ、
ム
ザ
フ
ァ

ラ
バ
ー
ド
付
近
が
震
源
地
だ

っ
た
た
め
、

フ
ン
ザ
は
距
離
的
に
離
れ
て
い
て
地
震

に
よ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
震
源
地
を
中
心
と
す
る
山
岳
地

帯
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
っ
て
７
万

８
０
０
０
人
の
方
々
が
亡
く
な
り
、
負

傷
者
も
７
万
人
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

厳
寒
の
冬
を
迎
え
て
、
地
震
を
生
き
抜

い
た
３
０
０
万
人
の
人
々
が
家
を
失
い
、

仮
設
の
避
難
所
、
テ
ン
ト
や
毛
布
、
医

薬
品
を
緊
急
に
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
記
念
祝
賀
会
に
出
席
し

た
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
ナ
ジ
ー
ル

。
サ

ビ
ー
ル
会
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
日

本
山
岳
会
で
は
被
災
者
救
援
の
募
金
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ジ
ー
ル
会
長
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

・

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
８
０
０
０
肝
峰
の
サ
ミ
ッ

タ
ー
で
あ
り
、
ま
た
パ
キ
ス
タ
ン
人
と

し
て
初
め
て
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
登
頂
し

た
国
際
的
に
著
名
な
登
山
家
で
、
昨
年

よ
リ
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
の
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

私
の
夫

・
長
谷
川
恒
男
は
、
１
９
９

１
年
秋
、
フ
ン
ザ
に
あ
る
当
時
未
踏
の

７
０
０
０
肝
峰
ウ
ル
タ
ル
で
、
雪
崩
に

よ
り
死
去
し
ま
し
た
。
ナ
ジ
ー
ル
会
長

は
そ
の
登
山
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

副
隊
長
と
し
て
同
行
し
た
私
は
、
Ｂ

Ｃ
に
墓
を
設
け
、
遺
体
を
埋
葬
し
ま
し

た
。
ま
た
ナ
ジ
ー
ル
会
長
の
協
力
で
麓

の
村
カ
リ
マ
バ
ー
ド
に

「
ハ
セ
ガ
ワ

・

メ
モ
リ
ア
ル

・
パ
ブ
リ
ッ
ク

ｏ
ス
ク
ー

ル
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
学
校
建
設
は

日
本
山
岳
会
会
員
や
多
く
の
山
仲
間
の

寄
付
で
行
な
わ
れ
、
現
在
は
、
幼
稚
園

か
ら
カ
レ
ッ
ジ
ま
で
の
教
育
過
程
を
含

む
地
域

一
貫
教
育
校
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
北
上
す
る
カ

ラ
コ
ル
ム
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
大
き
く
曲
が

り
東
に
コ
ー
ス
を
と
る
、
峠
の
手
前
の

マ
ン
セ
ラ
地
域
も
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

被
災
し
、
山
村
か
ら
都
市
バ
ト
グ
ラ
ム

ヘ
大
勢
の
被
災
者
が
歩
い
て
避
難
し
て

土砂崩れのカラコルムハイウェイ

き
て
い
ま
す
。
余
震
は
１
０
０
０
回
を

超
え
る
ほ
ど
頻
発
し
、
そ
の
た
め
被
災

地
で
は
破
壊
が
さ
ら
に
進
み
、
土
砂
崩

れ
な
ど
も
生
じ
て
い
ま
す
。
急
峻
な
山

岳
地
帯
に
住
む
多
く
の
人
々
が
、
家
族

や
親
戚
、
友
人
を
失
い
、
孤
児
が
と
り

残
さ
れ
ま
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
軍
は
、
地
震
直
後
か
ら
、

公
的
私
的
な
国
際
援
助
機
関
に
支
え
ら

れ
て
救
援
物
資
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
被
災
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困

難
な
た
め
、
救
援
活
動
を
阻
ん
で
い
る

の
も
事
実
で
す
。

ナ
ジ
ー
ル
会
長
に
よ
れ
ば
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
は
輸
送
し
き
れ
な
い
小
さ
な

村
々
へ
は
、
結
局
、
馬
や
ロ
バ
、
ラ
バ

と
い
っ
た
家
畜
を
使

っ
て
の
輸
送
手
段

し
か
な
く
、
し
か
も
数
日
歩
か
な
け
れ

ば
テ
ン
ト
や
毛
布
、
食
料
を
直
接
手
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
こ
う
し
た
輸
送
の
際
、
山
岳

ガ
イ
ド
が
何
よ
り
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
を
中
心

に
、
各
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー

・
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
た
ち
が
協
議
し
、
山
岳
ガ
イ
ド

が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
世
界
中
の

山
仲
間
に
む
け
て
、
緊
急
の
援
助
要
請

も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

救
援
金
は
、
日
本
山
岳
会
で
ま
と
め

て
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
に
送
金
い
た
し

ま
す
。
ま
た
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
は
パ

キ
ス
タ
ン
観
光
省
と
協
力
し
、
み
な
さ

ん
の
善
意
を
被
災
者
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

［受
付
方
法
］
郵
便
振
替

［口
座
名
義
］
社
団
法
人
日
本
山
岳
会

［口
座
番
号
］
ｏ
ｏ
〓
ｏ
ム
よ
∞
Ｎ
ｏ

［締
切
］
平
成
１７
年
１２
月
２６
日

［通
信
欄
の
記
載
］

＊
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に

「パ
キ
ス
タ

ン
救
援
金
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
日
本
山
岳
会
会
員
は
、
会
員
番
号
も

明
記
願
い
ま
す
。

［振
替
手
数
料
］
本
人
負
担
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

［領
収
証
］
発
行
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
振

替
票
を
領
収
書
の
代
わ
り
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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イラスト・倉岡啓吉

会員の皆様のご意見、エッセイ、俳句、

短歌、詩などを掲載するページです。

どじどしご投稿ください。(紙面に限り

がありますので、 1点につき1000字程

度でお願いします)

曰 黎 隋

オ
オ
ヒ
ラ
ウ
ス
ユ
キ

ソ
ウ

中
央
分
水
嶺
踏
査
（番
外
編
）

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
歩
き
抜
け
る

柳
下
棟
生

５０
年
こ
の
か
た
、
こ
つ
こ
つ
と
日
本

国
内
を
山
に
限
ら
ず
、
徒
歩
や
自
転
車

で
踏
査
し
、
こ
の
自
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
軌
跡
を
結
ぶ
こ
と
を
生
き
が
い
に

し
て
き
た
。
だ
が
本
州
と
北
海
道
の
間

に
は
津
軽
海
峡
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も

こ
の
間
の
軌
跡
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
。
昭
和
６３
年
に
津
軽
海
峡
線
が
営
業

開
通
し
た
の
で
、
い
ず
れ
ト
ン
ネ
ル
ウ

ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
歩
く
機
会
が
で

き
る
の
で
は
と
期
待
が
高
ま
っ
た
。
し

か
し
そ
の
機
会
も
な
く
、
悲
願
を
果
た

せ
ず
に
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
「北
海
道
新
幹
線
着
工
記

念
青
函
ト
ン
ネ
ル
ウ
ォ
ー
ク
」
を
Ｊ
Ｒ

北
海
道
が
主
催
す
る
こ
と
を
偶
然
聞
き

つ
け
、
早
速
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
当
初

は
喜
び
に
耐
え
な
か
っ
た
が
、　
一
生
に

一
度
の
待
望
の
機
会
を
、
い
じ
わ
る
な

神
様
の
邪
魔
が
入
ら
ぬ
か
と
、
心
配
に

な
っ
た
り
も
し
た
。
某
有
名
旅
行
社
が

催
行
し
て
い
て
、
催
行
人
員
は
当
初
２０

名
で
あ
っ
た
。

つ
い
に
催
行
の
日
と
な
り
、
前
日
の

８
月
２０
日
に
空
路
函
館
に
飛
ん
だ
。
空

港
で
母
親
の
死
去
の
知
ら
せ
を
受
け
た

が
、
親
不
孝
な
が
ら
行
動
を
続
行
し
た
。

母
親
か
ら
の
最
後
の
贈
物
と
勝
手
に
解

釈
し
た
。

北
海
道
の
中
央
分
水
嶺
は
最
南
端
の

白
神
岬
で
、
本
州
の
そ
れ
は
龍
飛
崎
で

津
軽
海
峡
に
没
す
。
氷
河
期
に
は
、
こ

の
両
岬
を
結
ん
で
山
脈
が
走
り
、
ナ
ウ

マ
ン
象
が
往
来
し
て
い
た
そ
う
だ
。
海

水
が
乾
し
あ
が
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
山

脈
は
ま
さ
に
日
本
の
中
央
分
水
嶺
と
な

り
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
は
こ
の
山
脈
に
沿

っ
て
走

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

な
ら
ば
、
中
央
分
水
嶺
踏
査
の
番
外
編

と
し
て
、
日
本
山
岳
会
の
踏
査
軌
跡
が

連
続
す
る
点
か
ら
も
有
意
義
か
と
考
え

た
。北

海
道
側
は
地
表
の
吉
岡
斜
坑
口
か

ら
入
り
、
海
底
で
は
列
車
の
走
る
本
坑

と
並
行
に
走
る
作
業
坑
を
歩
き
、
再
び

斜
坑
を
経
て
青
森
県
龍
飛
崎
の
地
表
の

斜
坑
口
に
出
た
。
約
２５
キ

ロ、
５
時
間
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
、

北
海
道
と
本
州
の
両
地
表
間
に
踏
査
軌

跡
が
完
全
に
結
ば
れ
た
。

当
日
の
踏
査
で
は
、
ま
だ
白
神
岬
と

吉
岡
斜
坑
回
、
お
よ
び
龍
飛
崎
と
龍
飛

斜
坑
回
の
間
の
踏
査
軌
跡
が
未
通
な
の

で
、
９
月
２０
日
、

２１
日
と
再
度
こ
の
地

を
訪
れ
、
未
通
部
分
を
綿
密
に
踏
査
し

万
全
を
期
し
た
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
酔
狂
の
域
か
な
と

も
思
う
。
両
日
と
も
対
岸
の
国
土
が
は

っ
き
り
と
相
互
に
眺
め
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
間
に
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
存
在

を
認
識
し
、
関
係
し
た
多
く
の
方
々
の

崇
高
な
意
思
を
改
め
て
感
じ
、
た
い
へ

ん
感
動
し
た
。
私
と
し
て
も
独
り
よ
が

り
な
念
願
が
果
た
せ
て
、
う
れ
し
く
感

じ
た
次
第
で
あ
る
。

日本山岳会創立百周年記念出版

日本山岳誌
日本山岳会・責任編集

菊判(1992頁 )上製/ク ロス装/カバー掛け/函入り定価18,900円 (税込)

択捉 。国後など北方四島の山から、

南西諸島の山々まで、日本全国の山
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書いた。日本山岳会の全国25支部

約500名 が総力をあげて編集執筆に
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ついに完成 !

新
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日
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国
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！
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黒
部
の
衆

・
著

『黒
部
別
山
―
積
雪
期
―
』

「伝
説
の
あ
の
本
」
の
続
編
が
、

１９
年

ぶ
り
に
出
版
さ
れ
た
と
言

っ
た
ら
、
ち

ょ
っ
と
大
げ
さ
か
。
「あ
の
本
」
と
は
『黒

部
別
山
』
。
ひ
と
頃
、若
い
ク
ラ
イ
マ
ー

た
ち
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
掲
示
板

で

「あ
の
本
、
知

っ
て
る
？
」
と
話
題

に
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

ま
ず
、
黒
部
別
山
を
知
ら
な
い
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
黒
部
ダ
ム
か
ら
も
見
え

る
が
、　
一
般
ル
ー
ト
は
な
い
。
と
こ
ろ

が

一
見
し
て
地
味
な
こ
の
山
が
先
鋭
的

（見
方
に
よ
っ
て
は
マ
ニ
ア
ッ
ク
）
な
ク

ラ
イ
マ
ー
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。
そ

れ
が
著
者
の

「黒
部
の
衆
」
な
の
だ
。

こ
の
黒
部
の
衆
、
代
表
は
大
野
明

（直
登
会
）
、
主
な
メ
ン
バ
ー
は
関
東
で

は
酒
井
國
光

（昭
和
山
岳
会
）
、
渡
辺
斉

（武
蔵
之
國
山
岳
会
）
、
丸
山
隆
司

・
石

井
孝
行

（チ
ー
ム
８４
）
、
関
西
で
は
近
藤

未
知
男

（補
陀
洛
山
の
会
）
、
和
田
城
志

（サ
ン
ナ
ビ
キ
同
人
）
、
伊
藤
達
夫

（京

都
て
つ
じ
ん
山
の
会
）
な
ど
、
そ
う
そ

う
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

彼
ら
が
中
心
に
な
り
、
「黒
部
別
山
お

よ
び
剣
沢
大
滝
周
辺
」
「大
タ
テ
ガ
ビ
ン

南
東
壁
」
「黒
部
丸
山
」
の
さ
ま
ざ
ま
な

ル
ー
ト
の
積
雪
期
の
登
山
記
録
を
集
め

た
の
が
本
書
。
ま
た
報
告
部
分
の
他
に
、

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
変
遷
と
こ
の
山
域
と

の
か
か
わ
り
を
検
証
し
た

「総
論
」
と
、

「黒
部
雪
語
り
」
と
題
し
た
１８
編
の
エ
ッ

セ
イ
が
加
わ
り
、
読
み
応
え
の
あ
る
本

に
仕
上
が
っ
た
。

社
会
人
、
職
域
、
大
学
な
ど
の
山
岳

会
の
枠
を
超
え
、
心
か
ら

『黒
部
別
山
』

を
愛
す
る
熱
い
心
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

「黒
部
別
山
」
は
な
ん
と
幸
せ
な
山
で
あ

り
、
幸
せ
な
本
で
あ
ろ
う
か
。

（三
好
ま
き
子
）

村
山
雅
美

・
著

『地
の
果
て
に
挑
む
』

本
書
は
２
０
０
４
年
９
月
１
日
か
ら

翌
０５
年
１
月
２８
日
ま
で
東
京
新
聞
、
中

日
新
間
に
５０
回
に
わ
た
り
、
「こ
の
道
」

と
題
し
て
連
載
さ
れ
た
村
山
雅
美
さ
ん

の
自
叙
伝
で
あ
る
。

村
山
さ
ん
は
昭
和
３１
年
に
始
ま
る
わ

が
国
の
南
極
観
測
の
始
ま
り
か
ら
参
加

し
、
観
測
隊
長
４
回
、
越
冬
隊
長
３
回

務
め
た
重
鎮
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
そ
の

経
歴
か
ら
５
章
で
構
成
さ
れ
る
本
書
の

う
ち
、
３
章
は
南
極
観
測
と
の
関
わ
り

に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

村
山
さ
ん
は
大
正
７
年
生
ま
れ
、
今

年
８７
歳
の
高
齢
で
あ
る
が
、
今
も
嬰
鎌

と
さ
れ
て
い
る
の
は
旧
制
松
高
山
岳
部
、

東
京
帝
大
ス
キ
ー
山
岳
部
で
の
山
行
三

昧
の
青
春
と
は
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

昭
和
１６
年
に
大
学
を
卒
業
後
、
海
軍
予

備
学
生
と
し
て
海
軍
に
入
り
、
終
戦
に

い
た
る
海
軍
生
活
は
第
１
章
に
描
か
れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
現
実
に
は
厳
し
い

時
代
と
思
わ
れ
る
当
時
の
生
活
も
人
生

快
楽
派
た
る
筆
者
に
か
か
る
と
楽
し
い

青
春
の

一
幕
と
な
っ
て
い
る
。

戦
後
は
会
社
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
あ

る
い
は
そ
ち
ら
が
本
業
や
も
し
れ
な
い

日
本
山
岳
会
の
再
建
に
つ
く
さ
れ
、
マ

ナ
ス
ル
登
山
隊

（第
１
次
、
２
次
、
３

次
先
遣
隊
）
へ
参
加
さ
れ
た
顛
末
は
第

２
章
に
詳
し
い
。
マ
ナ
ス
ル
登
山
の
内

面
史
と
し
て
も
価
値
あ
る
１
章
で
あ
る
。

マ
ナ
ス
ル
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
キ
ャ

ン
プ
で
、
山
崎
英
雄
氏

（北
大
Ｏ
Ｂ
）

か
ら
耳
に
し
た
国
際
地
球
観
測
年
で
の

日
本
の
参
加
に
関
す
る
情
報
は
、
筆
者

の
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
く
関
わ
る
こ

と
に
な
る
。
昭
和
３０
年
暮
れ
、
西
堀
栄

二
郎
氏
か
ら
南
極
観
測
参
加
の
誘
い
を

受
け
た
村
山
さ
ん
は

「飛
ん
で
火
に
入

る
夏
の
虫
」
の
ご
と
く
、
南
極
観
測
隊

計
画
に
参
加
、
そ
の
実
現
に
尽
力
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

南
極
と
の
関
わ
り
は
第
３
～
５
章
以

降
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
特
に
第
３
章

は
わ
が
国
南
極
観
測
発
足
時
の
内
面
史

と
し
て
の
価
値
が
高
い
。

南
極
観
測
５０
年
を
来
年
秋
に
迎
え
る

今
日
、
本
書
は
時
宜
を
得
た
出
版
で
あ

り
、
ま
た
不
世
出
の
探
検
家
の
人
生
を

垣
間
見
る
良
き
機
会
で
あ
る
。

（渡
辺
興
亜
）

図 書 紹 介

2005生「 3月

黒部の衆

6719~

定価7140円
幸せを呼ぶ鳥 版画 。奥野渓石

2005生 F、 6月

東京新聞出版局

四六判 256S~

定価1575円
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菊
地
俊
朗

ｏ
著

『自
馬
岳
の
百
年
』

白
馬
岳
山
頂
小
屋

（現
在
の
自
馬
山

荘
）
は
、
明
治
３８

（１
９
０
５
）
年
に
、

測
量
小
屋
の
権
利
を
自
馬
村
の
松
沢
貞

逸
が
入
手
し
て
、
営
業
を
始
め
た
も
の

と
い
う
。
折
し
も
日
本
山
岳
会
の
発
足

な
ど

「近
代
登
山
」
の
勃
興
期
に
あ
た

っ
て
い
た
。

本
書
は
大
正
初
期
か
ら
昭
和
の
始
め

に
か
け
て
、
自
馬
尻
、
栂
池
、
自
馬
大

池
な
ど
に
次
々
と
山
小
屋
を
建
設
し
て
、

登
山
の
興
隆
と
と
も
に
事
業
を
拡
大
し

て
い
っ
た
、
や
ま
き
旅
館

（現
在
の
白

馬
館
）
の
１
０
０
年
を
軸
に
、
白
馬
岳

を
中
心
に
後
立
山
連
山
の
登
山
史
、
ス

キ
ー
史
や
山
麓
の
村
の
暮
ら
し
の
変
遷

を
迪

っ
て
い
る
。
我
々
他
所
か
ら
の
登

山
者
や
旅
行
者
の
知
ら
な
か
っ
た
歴
史

や
事
実
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

河
野
齢
蔵
の
写
真
で
知
ら
れ
る

「着

莫
産
」
を
羽
織

っ
て
大
雪
渓
の
お
花
畑

を
行
く
女
学
生

（本
書
カ
バ
ー
）
の
よ

20054「 7月

山と漢谷社刊

四六判 2375~

定価1680円

う
に
、
自
馬
岳
は
槍

・
穂
高
よ
り
も
女

性
、
子
供
の
登
山
者
が
圧
倒
的
に
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
山
案
内
人
の
需
要
が

多
く
、
山
案
内
組
合
が
早
く
か
ら
組
織

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
伝
統
か
ら
、
地

元
の
若
い
世
代
の
ガ
イ
ド
が
春
山
の
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
、
山
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
、
自

然
観
察
ツ
ア
ー
な
ど
新
し
い
需
要
の
掘

り
起
こ
し
を
し
て
い
る
と
い
う
。

最
終
章

「
ア
ウ
ト
ド
ア
、
日
本

一
の

村
へ
」
で
は
、
若
い
登
山
、
ス
キ
ー
客

が
減
少
し
て
い
る
山
麓
の
町
や
村
の
、

「新
し
い
白
馬
の
過
ご
し
方
」
「田
園
観

光
」
「展
望
観
光
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
趣
味
性
を
加
え
た
多
様
型
レ
ジ

ャ
ー
の
開
発
、
模
索
ぶ
り
を
紹
介
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
（松
沢
節
夫
）

『山
の
遭
難
　
生
き
た
、還
っ
た
』

誰
も
が
遭
難
な
ど
し
た
く
は
な
い
、

し
た
く
も
な
い
。
し
か
し
、
山
の
事
故

は
不
可
抗
力
の
よ
う
に
登
山
者
を
襲
う
。

そ
し
て
遭
難
し
て
か
ら
が
そ
の
人
の
本

当
の
登
山
の
力
を
試
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
持
て
る
経
験
と
知
識
を
総
動
員
し

て
い
か
に
生
き
て
還
る
か
。
本
書
は
遭

難
と
い
う
過
酷
な
状
況
の
中
か
ら
、
危

機
を
乗
り
越
え
て
無
事
に
生
還
し
て
き

た
様
々
な
事
例
を
取
り
上
げ
た
、
『岳

人
』
の
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
１
章

「生
き
た
、
還

っ
た
ケ
ー
ス

ー２
」
で
は
、
事
故
に
遭

っ
た
当
事
者
が

真
摯
に
記
録
し
た
１２
例
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
過
酷
な
山
中
で
生
き

残
る
知
恵
と
ヒ
ン
ト
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
。
ト
ラ
ブ
ル
発
生
後
ど
の
よ
う
に
行

動
し
対
処
し
た
の
か
が
具
体
的
に
記
録

さ
れ
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
し
て
各

事
例
の
最
後
に

″生
の
ポ
イ
ン
ト
″
が

述
べ
ら
れ
、
そ
の
対
策
の
ペ
ー
ジ
に
導

か
れ
て
有
益
で
あ
る
。

第
２
章

「山
の
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ユ
ー

の
秘
訣
１８
」
で
は
、
他
人
の
助
け
が
期

待
で
き
な
い
山
の
中
か
ら
自
力
で
ど
う

し
た
ら
生
還
で
き
る
の
か
、
そ
の
要
点

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
生
還
し
て
き

た
人
々
は
単
に
幸
運
だ

っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
冷
静

・
沈
着
に
状
況
を
把
握
し

て
事
態
に
対
処
で
き
る
だ
け
の
危
機
管

理
能
力
と
技
術
が
備
わ

っ
て
い
た
の
だ
。

編
者
は

「計
画
書
」
を
作
り
、
登
山
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

自
力
で
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
想
像

し
て
み
る
こ
と
か
ら
″
セ
ル
フ
レ
ス
キ

ュ
ー
″
が
始
ま
る
と
い
う
。
そ
し
て
事

故
に
遭

っ
た
ら
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
３
つ
の
言

葉
、
∽
①
く
の
ユ
ゼ
（ど
の
く
ら
い
危
険
な

の
か
）
、
Ｃ
『”
①
●
ｏ■
ど
の
く
ら
い
急
い

で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
）、

の
『ｏ
ヨ
多
（危
険
は
拡
大
し
て
い
る
の

か
）
か
ら
、
危
機
管
理
の
基
本
を
思
い

出
し
て
ほ
し
い
。

ど
ん
な
に
自
然
に
抗

っ
て
も
事
故
は

起
き
る
が
、
防
ぐ
努
力
を
し
な
れ
ば
、

さ
ら
に
際
限
な
く
起
こ
る
。
事
故
を
防

止
す
る
そ
の
た
め
に
本
書
は
極
め
て
具

体
的
に
有
用
で
あ
る
。
　

（絹
川
祥
夫
）
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&脳「edFche・ 5θ

山での腹痛(1)
一胆石症が原因の場合一

内藤広郎

登山中といえども平地と同様にいろいろな原

因で腹痛が起こります。平地であれば、すぐに

医療機関を受診できますが、山ではそれができ

ません。従って、緊急性のある場合を速やかに

見極める必要があります。今回は、ありふれた

病気の 1つである胆石症が原因で腹痛が発症す

る場合について紹介します。

肝臓で作られた胆汁は肝臓から外に出たとこ

ろで 1本の胆管となり、途中、袋のようにふく

らんだ胆嚢にたまってから、十二指腸に流れ込

んで、脂肪の吸収を助けます。これらの途中の

どこかに石ができることを胆石症といいます。

胆石症のうちでも胆管に石ができる場合は胆管

結石症と言いますが、頻度は少なく、胆管とい

う胆汁の流れる狭い通り道に石ができるので通

常いろいろな症状が出ます。従って、これに気づ

かず登山をすることはあまりないと思われます。

一方、胆嚢に石ができる胆嚢結石症は人間 ド

ック等の超音波検査で 3～ 4%の人に偶然発見

されるともいわれ、決してまれな病気ではあり

ません。特に女性は男性の約 2倍頻度が高く、

40歳以上、肥満傾向の人はさらに多くなります

ので、中年以降の女性にとっては無症状といえ

ども注意が必要です。

胆石発作は登山中にはじめて起こることもあ

りえます。また、胆石発作のために過去に医療

機関で治療を受け、その後は無症状ということ

もあると思います。一般に胆石の腹痛発作は食

後に胆嚢が収縮 した際に起こりやすく、典型的

にはみぞおちや右上腹部に鈍痛からさしこむよ

うな痛みまでいろいろな程度の痛みがあり、嘔

吐、発熱や黄疸を伴うことがあります。過去に

発作を起こした人は、経験的に痛みの性質から

同じ発作であることがわかりますが、無症状で

経過していた人は、上記のような症状であれば

胆石発作の痛みを考えてください。

胆石発作は過食や、脂肪分の多いものを食べ

た後などに起こりやすいので、登山中は食事内

容を考えると胆石発作を起こす可能性は高くは

ないと思われます。しかし、発症すれば絶食、

点滴による治療が原則ですので、何らかの方法

での速やかに下山、医療施設への搬送が必要に

なります。従って、胆石発作が考えられれば、

まずは水分のみで、食事は中止した方が無難で

す。もし、無理をすれば、急性胆嚢炎から穿孔、敗

血症、急性膵炎など、生命に関わる合併症を併

発しかねません。

従って、胆石発作の既往があり、しばしば山

に登るという人は、消化器の専門医と相談して

手術による事前の治療を考慮すべきだと思いま

す。最近では、腹腔鏡を使った胆嚢摘出術が主

流ですので、数日の入院で済み、しかも傷もほ

とんど目立ちません。さらに言えば、山によく

登る中年以降の人は検診をきちんと受けて、少

なくも自分は胆石があるのか、ないのか、はっ

きりさせておいた方がいいでしょう。

会員名簿発行延期のお知らせ
総務委員会

従来、当会の「会員名簿」は、 2年に 1回、
奇数年に発行しておりましたが、本年の発行は
下記の事由によって延期します。
①市町村合併が行なわれている最中であるため、

その終了までは住所の記述変更箇所が多々発
生する。

②個人情報保護法の運用が曖味であるため、ガ
イドライン等の発表を待って、名簿作成の方
法や名簿の内容を再検討したい。

*会員各位にはご迷惑をおかけしますが、ご了
承ください。

「キリマンジャロ登山とサフアリ」
アフリカ大陸最高峰をゆつくり

登山。その後、キリマンジャロ

の麓でサフアリ。

2月 10日 (金)～ 2月 20日 (月 )

11日 間 ¥548,000

∠hbO 株式会社 ウェック・トレック
国土交通大臣登録旅行業 1662号

〒105-0003 東京都港区西新橋3-24-8山 内ビル4階
電話  03-3437-8848  E― mail info@everest.co.ip

m21
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１０
月
理
事
会

日
時
　
１７
年
１０
月
１２
日
　
１８
時
３０
分
～

２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

・

田
邊
各
副
会
長
、
吉
永

・
贄
田
各
常
務

理
事
、
石
田

・
大
蔵

。
野
口

・
斎
藤

・

藤
井

・
渡
邊

・
石
橋

・
古
野
各
理
事
、

山
本
監
事
、
小
倉

（重
）
・重
廣
各
常
任

評
議
員

［委
任
］
篠
崎
理
事
、
一
カ
監
事
、
今
村

常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
関
連

①
募
金
状
況

（１７
年
９
月
末
現
在
）

６
３
９
４
万
４
０
０
０
円

②
財
務
状
況

記
念
式
典
等
準
備
の
た
め
未
集
計
、

１０
月
下
旬
ま
で
に
集
計
予
定
。

③
式
典

・
祝
賀
晩
餐
会
の
準
備
状
況

１０
月
６
日
、
理
事
懇
談
会
を
開
催
し

て
準
備
状
況
を
点
検
し
た
が
、
再
度
、

式
典
委
員
会
、
神
崎
委
員
長
よ
り
最
終

的
出
席
状
況
、
式
次
第
等
に
つ
い
て
詳

細
な
最
終
説
明
が
あ
り
、
質
疑
。
式
典

委
員
会

・
理
事
会
が

一
丸
と
な
っ
て
実

行
に
当
た
る
こ
と
と
し
た
。

④
前
夜
祭

・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
準

備
状
況

外
国
招
待
者
を
対
象
と
し
た
１０
月
１４

日
の
前
夜
祭
及
び
１０
月
１６
日
の
日
光

・

東
照
宮
へ
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
準

備
状
況
に
つ
い
て
式
典
委
員
会
よ
り
遺

漏
な
く
整

っ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
理

事
会
側
参
加
者
の
確
認
が
な
さ
れ
た
。

２
　
後
援
等

①
ヒ
マ
ラ
ヤ
国
際
映
画
祭
実
行
委
員
会

「ヒ
マ
ラ
ヤ
国
際
映
画
祭
」
名
義
後
援

（２
０
０
６
年
７
月
下
旬
）
開
催
日
時
、

場
所
、
映
画
内
容
等
不
明
の
た
め
、
明

確
に
な
っ
た
時
点
で
前
向
き
に
再
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。
　

（継
続
）

②
閉
ア
ド

・
テ
ィ
ー
ア
ン
ド
エ
ス

東
京
新
聞
都
内
版
紙
上
で
の
日
本
山
岳

会

「創
立
１
０
０
周
年
記
念
」
特
集
の

広
告
企
画
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

【報
告
事
項
】

１
　
１
０
４
号
と
２
０
１
号
の
交
換

交
換
を
原
因
と
し
た
所
有
権
移
転
登
記

完
了
の
件
　
　
　
　
　
吉
永
　
（承
認
）

２
　
９
／
１７
～
１８
　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
式

典

（広
島
市
）
　

平
山
会
長

（承
認
）

３
　
９
／
１７
～
１８
　
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
式

典

（新
潟
県
）

平
林
副
会
長

（承
認
）

４
　
９
月
新
入
会
員
　
　
１６
名

総
務
委
員
会
　
１
０
０
周
年
記

念
式
典
委
員
会

図
書
委
員
会
　
事
業
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

理
事
懇
談
会
　
事
業
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

会
報
編
集
委
員
会

総
務
委
員
会
　
二
火
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
山
想
倶
楽
部

学
生
部
　
１
０
０
周
年
記
念
フ

ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

資
料
映
像
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
Ｊ
Ａ
Ｃ

０１
会

山
研
運
営
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
小
委
員
会
　
九
五
会

指
導
委
員
会
　
三
水
会
　
つ
く

も
会
　
山
想
倶
楽
部

科
学
委
員
会

専
門
委
員
会
会
議
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

つ
く
も
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク

ラ
ブ
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
ゆ
き
わ
り
会

３

日

４

日

５

日

６

日
11  7
日 日

19    18       17    13 12
日   日     日   日 日

２０

日

２１

日
26       25
日     日

０３
同
期
会

２７
日
　
自
然
保
護
委
員
会
　
マ
ナ
ス
ル

委
員
会
　
山
遊
会

２８
日
　
１
０
０
周
年
式
典
委
員
会
　
山

の
自
然
学
研
究
会

１０
月
来
室
者
７３１
名

■
会
員
異
動

（１０
月
）

物
故

金 松 上 広
子 田 中 谷
泰 要 俊 精
助 悦 治 啓

里隆
△
〓

鹿
児
島
大
学
山
岳
部

（５
９
８
７
）

飯
田
睦
治
郎

（８
０
８
４
）

藤
岡
哲
夫
　
（１
１
３
８
８
）

関
西

Ｆ
Э

つ
ん
反
Ｊ

′
仕

Ｑ
Ｏ
／
仕

Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
υ
買
Ｊ

７
‘
１
上

の
乙

／
仕

１
■

ρ
０

05 05 05 05

10 10 9  1

11 3 10 7
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INFORMA丁 10N

イラス ト 宇都木慎一

◆

ス
キ
ー
懇
親
会
の
こ
案
内事

業
委
員
会

冬
恒
例
の
ス
キ
ー
懇
親
会
を
左
記
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
７
日
田
～
９
日
側

場
所
　
岩
手
県
雫
石
ス
キ
ー
場

網
張
ス
キ
ー
場
へ
も
送
迎
有
り

費
用
　
１
万
８
０
０
０
円

（宿
泊
、
保

険
料
等
）

場
所
　
雫
石

・
民
宿
高
見
荘

集
合
　
現
地
集
合

・
解
散

定
員
　
３０
名

申
込
　
１２
月
１５
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
会
員
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
崎
浩
子
宛

（〒

２３６
１
００３
　
横
浜
市
金
沢
区
東
朝

比
奈
１
‐
６５
‐
３
　
田
０
４
５
‐

７
８
２
１
８
７
１
２
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
送
り
ま
す
。

◆

講
習
会

「山
で
起
き
や
す
い
ケ
ガ
の

応
急
手
当
と
搬
送
法
」
　

医
療
委
員
会

実
技
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
６
日
０
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

講
師
　
恵

（い
さ
お
）
秀
彦
ほ
か

場
所
　
東
京
都
体
育
館
　
第
１
会
議
室

（Ｊ
Ｒ
千
駄
ヶ
谷
駅
前
）

定
員
　
６０
名

（定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
）

費
用
　
資
料
代
１
０
０
０
円

（当
方
で

三
角
巾
、
あ
て
布
、
グ
ロ
ー
ブ

を
用
意
し
ま
す
）

申
込
　
１
月
２０
日
ま
で
に
氏
名
、
連
絡

先
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
で
下
記
ま
で

（〒
１０２

‐
００８
　
千
代
田
区
四
番

町
５
１
４
　
日
本
山
岳
会
医
療

委
員
会
　
田
０
３
‐
３
２
６
１
‐

４
４
４
１
　
回
一”
〇
ヨ
一口
①
Ｑ
◎

く
”Ｆ
Ｏ
Ｏ
・〇
〇
」０
）

問
合
　
医
療
委
員
会

（野
口
い
づ
み

図
一”ｏ
ヨ
一日
①
Ｑ
◎
く
”Ｆ
ｏ
ｏ
・ｏ
ｏ
・ピ

田

０

４

２

４

‐

６

３

‐

２

８

７

１
）

◆

雪
崩
講
習
会
の
こ
案
内

指
導
委
員
会

ｏ
事
業
委
員
会

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
や
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
等
を
楽
し
む
方
向
け
に
、
冬

山
で
雪
崩
を
さ
け
る
に
は
？

遭

っ
た

ら
ど
う
す
る
か
を
講
習
し
ま
す
。

Ａ
日
程
　
０６
年
２
月
Ｈ
～
１２
日

Ｂ
日
程
　
０６
年
２
月
１３
～
１４
日

講
師
　
棚
橋
靖
氏
、
松
原
尚
之
氏

場
所
　
霧
ケ
峰
白
樺
湖
周
辺

参
加
費
用
　
３
万
円
を
予
定

（講
習
料
、

資
料
代
、
宿
代
１
泊
２
食
付
）

定
員
　
各
日
程
と
も
１６
名

（定
員
に
達

し
次
第
締
切
り
）

問
合

・
申
込
先
　
森
啓
ま
で

（図
Ｆ
ｏ
ｌ

”く
”ｒ
ｐｏＦ
①
◎
ヨ
塾
・”
ｏ
ｏ
』
①
む

回

＆
田
０
３
‐
３
４
８
８
‐
４

６
７
０
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
送
り
ま
す
。

＊
２
月
６
日
に
都
内
で
各
日
程
共
通
座

学
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆

「山
に
魅
せ
ら
ね
た
画
家
達
」
モ
ン

ベ
ル
ク
ラ
ブ
巡
回
展

日
本
山
岳
画
協
会

山
を
愛
し
、
山
に
魅
せ
ら
れ
、
自
然

の
詩
情
を
画
布
に
託
し
描
き
続
け
て
い

る
日
本
山
岳
画
協
会
の
会
員
、
有
志
１２

名
に
よ
る
作
品
約
５０
点
の
展
示
。

・
奈
良
展

会
期
　
１２
月
３
日
田
～
０６
年
１
月
３
日

∞
１０
時
～
２２
時

会
場
　
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
奈
良
店

（奈

良
市
二
条
大
路
１
１
３
１
１

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
奈
良
店
４
階

口

０

７

４

２

‐

３

６

‐

７

４

５

２
）

¨
編
集
後
記
〓

●
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
１０
月
１５

日
、
記
念
式
典

・
祝
賀
晩
餐
会
、
記
念

講
演
会
が
、
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

皇
太
子
さ
ま
を
は
じ
め
約
９
５
０
人
の

会
員
が
集
ま
り
華
や
か
な
会
に
な
り
ま

し
た
。

●
そ
の
記
念
の
号
に
、
皇
太
子
さ
ま
か

ら

「日
本
山
岳
会
に
入
会
し
て
」
と
題

し
た
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本

山
岳
会
へ
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
が
感
じ

ら
れ
る
内
容
で
、
１
０
０
周
年
の
記
念

号
に
ふ
さ
わ
し
い
巻
頭
を
飾
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
２３

●
記
念
式
典

・
祝
賀
晩
餐
会
の
様
子
も
　
鐵

掲
載
し
ま
し
た
が
、
私
も
晩
餐
会
の
席

で
は
、
７
０
０
０
番
台
の
方
々
と
ご

一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
山
岳
会
の
古
き

良
き
伝
統
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（神
長
幹
雄
）
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